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令
和
６
年
武
道
振
興
大
会
が
武
道
議
員
連
盟
、
日
本
武
道
協
議
会
、
日
本
武
道
館

の
３
団
体
共
催
に
よ
り
３
月
６
日
、
東
京
千
代
田
区
永
田
町
の
衆
議
院
第
一
議
員
会

館
で
国
会
議
員
・
武
道
関
係
者
約
216
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。
大
会
で
は
、
学

校
武
道
で
外
部
指
導
者
を
活
用
す
る
な
ど
武
道
振
興
発
展
の
た
め
の
７
事
項
を
盛
り

込
ん
だ
大
会
決
議
が
採
択
さ
れ
、
高
木
陽
介
武
道
議
員
連
盟
副
会
長
・
理
事
長
か
ら

盛
山
正
仁
文
部
科
学
大
臣
に
手
渡
さ
れ
た
。
盛
山
文
科
相
の
祝
辞
と
各
武
道
団
体
の

代
表
者
が
挨
拶
を
行
い
、
５
年
ぶ
り
の
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

５年ぶりに開催された懇親会で乾杯の発声を行う川端理事長（壇上）

　

丹
羽
秀
樹
武
道
議
員
連
盟
理
事
・
事
務

局
長
の
開
会
宣
言
で
始
ま
り
、
主
催
３
団

体
を
代
表
し
て
江
渡
聡
徳
武
道
議
員
連
盟

会
長
が
「
い
よ
い
よ
社
会
は
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
を
迎
え
、
本
大
会
も
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
私
た
ち
の
目
的
は
『
国
家
百
年

の
計
』
で
す
。
社
会
を
よ
く
す
る
と
同
時

に
武
道
を
通
じ
て
立
派
な
人
材
を
育
て
て

世
界
に
誇
れ
る
国
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

武
道
議
員
連
盟
は
武
道
関
係
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
、
日
々
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

す
」
と
挨
拶
を
行
い
、
続
い
て
高
村
正
彦

日
本
武
道
協
議
会
・
日
本
武
道
館
会
長
が

「
武
道
必
修
化
に
よ
っ
て
武
道
振
興
の
仏

の
形
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
そ
の

仏
に
魂
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

魂
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
武
道
の
真
髄

に
触
れ
る
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
武
道
家
が
教
員
と
と
も
に
武
道
授
業
を

行
う
形
を
作
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
部
活

動
に
も
武
道
家
が
入
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
ら
が
実
現
す
れ
ば
、
魂
が
入

る
の
で
す
。
令
和
は
魂
を
入
れ
る
時
代
で

す
。
武
道
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
努
力

を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
を
述
べ

た
。

　

次
に
高
木
武
道
議
員
連
盟
副
会
長
・
理

事
長
が
大
会
決
議
を
読
み
上
げ
る
と
満
場

の
拍
手
を
も
っ
て
採
択
さ
れ
、
盛
山
文
科

相
に
し
っ
か
り
と
手
交
さ
れ
た
。
続
い

て
、
盛
山
文
科
相
が
「
武
道
は
歴
史
と
伝

統
に
培
わ
れ
た
世
界
に
誇
る
日
本
文
化
で

す
。
今
日
、
武
道
が
広
く
親
し
ま
れ
て
い

る
こ
と
は
武
道
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
努
力

の
賜た
ま

物も
の

で
す
。
文
部
科
学
省
で
も
学
校
で

多
様
な
武
道
種
目
の
実
施
を
支
援
す
る
な

ど
、
武
道
の
よ
り
一
層
の
振
興
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
、
岸
田
文
雄

内
閣
総
理
大
臣
の
祝
辞
文
を
司
会
の
吉
川

江渡聡徳江渡聡徳
武道議員連盟会長武道議員連盟会長

川端達夫川端達夫
日本武道館理事長日本武道館理事長

高村正彦高村正彦
日本武道館会長日本武道館会長

丹羽秀樹丹羽秀樹
武道議員連盟理事・事務局長武道議員連盟理事・事務局長
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英
夫
日
本
武
道
館
常
任
理
事
・
事
務
局
長

が
代
読
し
た
。

　

９
道
武
道
団
体
の
代
表
者
が
挨
拶
に
立

ち
、
現
在
の
活
動
状
況
と
今
後
の
抱
負
を

述
べ
た
。

　

挨
拶
後
は
川
端
達
夫
日
本
武
道
協
議

会
・
日
本
武
道
館
理
事
長
が
「
こ
の
場
で

長
ら
く
懇
親
会
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

交
流
の
場
が
持
て
る
こ
と
を
あ
り
が
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目

が
実
現
す
る
よ
う
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
行

動
し
、
よ
り
武
道
が
発
展
す
る
よ
う
祈
念

し
ま
す
」
と
述
べ
て
乾
杯
の
発
声
を
高
々

に
上
げ
た
。
５
年
ぶ
り
の
懇
親
会
で
は
、

各
道
関
係
者
は
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
楽
を
共
に

し
た
同
志
ら
と
和
や
か
に
歓
談
し
、
明
日

の
武
道
振
興
へ
弾
み
を
つ
け
た
。

　

最
後
は
武
道
議
員
連
盟
の
高
村
正
大
事

務
局
次
長
が
閉
会
宣
言
を
行
い
、
大
会
は

大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

　
盛
山
文
部
科
学
大
臣
に
武
道
団
体
に
向

け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。

「
た
だ
い
ま
決
議
文
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
決
議
を
少
し
で
も
具
現
化
で
き

る
よ
う
、
文
部
科
学
省
と
し
て
精
い
っ
ぱ

い
・
力
い
っ
ぱ
い
努
力
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」

▼
文
部
科
学
省 

盛
山
正
仁
大
臣
が
武
道
界
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

高村正大武道議員連盟事務
局次長（右）と宗昂馬少林
寺拳法連盟会長（中）

江渡会長（右）と番匠幸一
郎全日本銃剣道連盟会長

　

我
が
国
は
、
明
治
維
新
以
来
、
驚
異
的
な
勢
い
で
国
力
を
増
し
、
世
界
有
数
の
経

済
大
国
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
昨
今
は
国
際
情
勢
が
厳
し
さ
を
増
し
、
価
値
観
の
多

様
化
も
相
俟
っ
て
、
行
動
規
範
や
善
悪
の
基
準
が
揺
ら
ぎ
、
明
る
い
国
家
、
社
会
の

将
来
を
見
通
す
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
武
技
に
よ
る
心
身
の
鍛
錬
を
通
じ
て
人
格
を
磨
き
、

識
見
を
高
め
、
有
為
の
人
物
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
武
道
は
、
旺
盛
な
活

力
と
清
新
な
気
風
の
源
泉
と
し
て
日
本
人
の
人
格
形
成
に
少
な
か
ら
ざ
る
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。

　

我
が
国
伝
統
の
武
道
の
普
及
奨
励
は
、
精
神
を
高
揚
し
、
質
実
剛
健
の
気
風
を
育

成
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
国
家
・
社
会
の
発
展
に
寄
与
し
、
広
く
世
界
の
平
和
と
福

祉
に
貢
献
す
る
人
物
を
生
み
出
す
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
教
育
基

本
法
に
示
さ
れ
る
「
伝
統
と
文
化
を
尊
重
し
、
そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
我
が
国

と
郷
土
を
愛
す
る
と
と
も
に
、
他
国
を
尊
重
し
、
国
際
社
会
の
平
和
と
発
展
に
寄
与

す
る
態
度
を
養
う
」
と
い
う
目
的
と
も
合
致
す
る
。

　

よ
っ
て
、
我
々
は
武
道
の
さ
ら
な
る
振
興
発
展
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
こ
こ
に
左
記

事
項
の
早
期
実
現
を
強
く
要
望
す
る
。

記

一　

�

必
修
化
さ
れ
た
中
学
校
武
道
授
業
に
関
し
、
学
習
指
導
要
領
に
並
列
明
記
さ
れ

た
武
道
全
九
種
目
が
幅
広
く
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
外
部
指
導
者
を
活
用
し
た
複

数
種
目
実
施
の
モ
デ
ル
事
業
を
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
継
続
し
て
行
う
こ
と
。
そ

の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二　
�

中
学
校
武
道
授
業
が
充
実
、
成
功
す
る
よ
う
、
施
設
、
用
具
、
指
導
者
の
条
件

整
備
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
。

　
　

�
特
に
、
指
導
者
に
つ
い
て
は
、
教
員
養
成
大
学
で
武
道
を
必
修
化
し
、
中
学
校

教
員
採
用
試
験
に
武
道
を
試
験
科
目
と
し
て
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
武
道
有

段
者
の
学
生
を
積
極
採
用
す
る
よ
う
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
働
き
か
け
を

行
う
こ
と
。
さ
ら
に
、
充
実
し
た
授
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
優
れ
た
外
部
指
導

者
を
各
中
学
校
に
配
置
し
、
処
遇
改
善
を
図
っ
て
、
指
導
に
万
全
を
期
す
る
こ

　
　
　
　
　
　

決　

議

　
　
　
　
　
　

決　

議

心技体 人を育てる総合誌
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内
閣
総
理
大
臣
祝
辞

「
令
和
６
年　

武
道
振
興
大
会
」
の
御
盛
会
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

武
道
は
、
心
・
技
・
体
を
一
体
と
し
て
鍛
え
、
人
格
を
磨
き
、
道

徳
心
を
高
め
、
礼
節
を
尊
重
す
る
態
度
を
養
う
、
人
間
形
成
の
道
で

あ
り
、
世
界
に
誇
る
日
本
の
伝
統
文
化
で
す
。

　

予
測
困
難
な
時
代
を
生
き
抜
き
、
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
原
動

力
と
な
る
の
は
「
人
間
の
力
」
で
す
。
日
本
の
未
来
を
担
う
こ
ど
も

た
ち
が
武
道
を
通
じ
て
、
人
間
形
成
を
図
り
、「
人
間
の
力
」
を
高
め

る
こ
と
は
、
現
在
の
み
な
ら
ず
将
来
に
お
い
て
も
、
重
要
な
意
味
を

持
つ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
国
に
お
い
て
は
、
全
国
の
中
学
校
で
武

道
を
必
修
と
す
る
中
、
武
道
の
推
進
校
を
指
定
し
、
学
校
に
お
け
る

武
道
の
教
育
の
一
層
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
日
、武
道
は
、日
本
の
み
な
ら
ず
、広
く
世
界
の
人
々
に
愛
さ
れ
、

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
り
多
く
の
皆
様
の
心
身
の
健

全
な
発
達
の
た
め
、
そ
し
て
武
道
を
通
じ
た
日
本
理
解
や
国
際
親
善

の
た
め
、
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
御
参
加
の
皆
様
の
御
健
勝
と
、
武
道
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展

を
祈
念
し
、
私
の
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

令
和
６
年
３
月
６
日　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣　
　

岸
田
文
雄　

と
。
ま
た
、
全
国
一
万
余
校
の
中
学
校
体
育
教
員
を
対
象
と
し
た
武
道
指
導
者

講
習
会
を
、
関
係
武
道
団
体
の
協
力
を
得
て
、
実
施
す
る
こ
と
。
授
業
に
当
た

っ
て
は
、
時
間
数
を
増
や
し
、
複
数
種
目
の
実
施
校
拡
大
を
図
り
、
武
道
な
ら

で
は
の
教
育
効
果
が
上
が
る
「
礼
」
を
重
視
し
た
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
。
こ

れ
に
関
わ
る
武
道
九
種
目
の
指
導
者
研
修
会
や
指
導
法
研
究
、
指
導
書
作
成

等
、
関
係
団
体
の
諸
活
動
に
必
要
な
支
援
、
助
成
を
行
う
こ
と
。

三　

�

将
来
の
小
学
校
に
お
け
る
武
道
授
業
の
実
施
へ
向
け
、
実
践
校
に
お
け
る
実
践

研
究
を
よ
り
積
極
的
に
展
開
し
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
武
道
九
種
目
の
指
導
法

研
究
を
行
い
、
準
備
を
推
進
す
る
こ
と
。

四　

�

武
道
の
国
際
的
普
及
振
興
の
た
め
、
国
内
外
に
お
け
る
武
道
の
国
際
大
会
や
国

際
交
流
事
業
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
海
外
日
本
人
学
校
に
お
け
る

武
道
授
業
の
内
容
充
実
に
向
け
、
必
要
な
支
援
、
助
成
を
行
う
こ
と
。

五　

�

全
国
的
な
武
道
の
普
及
振
興
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
、
全
国
都
道
府

県
立
武
道
館
協
議
会
の
活
動
に
対
す
る
支
援
と
、
各
都
道
府
県
武
道
協
議
会
の

設
置
促
進
に
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

六　

�

武
道
の
源
流
で
あ
る
一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
古
武
道
の
保
存
・
継
承
を

図
る
た
め
、
伝
統
流
派
の
活
動
の
成
果
を
認
め
、
文
化
財
保
護
法
に
、
我
が
国

が
世
界
に
誇
る
「
古
武
道
」
の
名
称
を
明
記
し
、
全
国
各
地
の
古
武
道
の
文
化

財
指
定
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
文
化
庁
長
官

表
彰
の
授
与
な
ど
必
要
な
支
援
、
助
成
を
行
う
こ
と
。

七　

�

武
道
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
武
道
授
業
を
含
め
、
国
の
補
助
制
度
を
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
必
要
な
支
援
、
助
成
を
図
る
こ
と
。
全
国
の
武
道
館
及
び
町
道

場
に
つ
い
て
は
、
維
持
存
続
の
た
め
、
修
繕
・
新
築
に
関
す
る
助
成
金
の
支
出
、

賃
料
・
地
代
の
援
助
、
相
続
税
・
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

以
上
、
武
道
議
員
連
盟
・
日
本
武
道
協
議
会
・
日
本
武
道
館
三
者
に
よ
っ
て
共
催
す

る
武
道
振
興
大
会
の
名
に
お
い
て
決
議
す
る
。

　
　
　

令
和
六
年
三
月
六
日
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ニュース　武道振興大会

男
女
と
も
普
及
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
女
子
の
普
及
が
広
が

っ
て
お
ら
ず
、
一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
」

◎
全
日
本
空
手
道
連
盟
・
笹
川
堯
会
長

「
昨
年
は
家
庭
の
中
に
空
手
が
入
る
よ

う
、
ゆ
る
ゆ
る
大
会
や
ガ
チ
ン
コ
大
会
な

ど
を
行
い
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
発
信
し
ま
し

た
。
ま
た
、
特
別
支
援
学
校
で
多
く
の
空

手
道
授
業
実
施
の
要
望
を
い
た
だ
い
て
お

■
代
表
者
挨
拶

◎
全
日
本
柔
道
連
盟
・
中
里
壮
也
副
会
長

兼
専
務
理
事

「
今
年
は
パ
リ
五
輪
が
行
わ
れ
ま
す
。
14

階
級
で
代
表
者
が
内
定
し
ま
し
た
。
ま

た
、
令
和
６
年
度
は
新
た
に
発
達
障
が
い

の
方
に
向
け
た
普
及
振
興
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
」

◎
全
日
本
剣
道
連
盟
・
網
代
忠
宏
会
長

「
コ
ロ
ナ
で
生
き
抜
く
術す
べ

を
習
得
し
、
昨

勝
・
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
弓
道
の
課

題
は
社
会
人
に
な
る
と
や
め
て
し
ま
う
人

が
多
い
こ
と
で
す
。
な
か
な
か
戻
っ
て
き

ま
せ
ん
。
年
齢
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
」

◎
日
本
相
撲
連
盟
・
南
和
文
会
長

「
昨
年
は
世
界
大
会
を
東
京
で
盛
会
に
開

催
し
ま
し
た
。
相
撲
が
世
界
に
普
及
す
る

に
つ
れ
、
日
本
人
、
特
に
女
子
が
勝
て
な

く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
外
国
で
相
撲
が

年
は
事
業
を
完
全
実
施
し
ま
し
た
。
今
年

は
、
７
月
に
第
19
回
世
界
剣
道
選
手
権
大

会
を
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
で
開
催
し
ま

す
。
18
回
大
会
が
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な

り
ま
し
た
の
で
国
際
大
会
を
で
き
る
こ
と

に
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
」

◎
全
日
本
弓
道
連
盟
・
加
藤
出
会
長

「
今
年
２
月
に
第
４
回
世
界
弓
道
大
会
が

名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は

大
成
功
を
収
め
、
日
本
の
２
チ
ー
ム
が
優

中里壮也
全日本柔道連盟副会長兼専務理事

網代忠宏
全日本剣道連盟会長

加藤出
全日本弓道連盟会長

南和文
日本相撲連盟会長

笹川堯
全日本空手道連盟会長

植芝守央
合気会理事長

宗昂馬
少林寺拳法連盟会長

久保素子
全日本なぎなた連盟会長

番匠幸一郎
全日本銃剣道連盟会長

各
道
代
表
者
の
挨
拶
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

各
道
代
表
者
の
挨
拶
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

本
項
で
は
、
９
武
道
の
代
表
者
の
挨
拶
を
掲
載

し
ま
す
。
ま
た
、
各
団
体
代
表
者
に
「
中
学
校
部

活
動
・
ク
ラ
ブ
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
」
各

団
体
の
現
状
と
課
題
・
展
望
を
伺
い
ま
し
た
。
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り
ま
す
。
電
話
一
本
で
職
員
が
全
国
ど
こ

で
も
お
伺
い
し
ま
す
」

◎
合
気
会
・
植
芝
守
央
理
事
長

「
今
年
は
８
年
ぶ
り
に
第
14
回
国
際
合
気

道
大
会
を
代
々
木
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
85
カ
国

の
代
表
者
と
２
千
名
の
会
員
を
集
め
て
開

催
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り

と
合
気
道
の
普
及
に
努
め
ま
す
」

◎
少
林
寺
拳
法
連
盟
・
宗
昂
馬
会
長

「
昨
年
は
世
界
大
会
を
６
年
ぶ
り
に
開
催

で
き
ま
し
た
。
今
年
の
大
き
な
目
標
は
公

益
法
人
化
で
す
。
新
た
な
時
代
に
新
し
い

拳
士
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
、
社
会
に
求

め
ら
れ
る
少
林
寺
拳
法
に
す
る
べ
く
努
力

し
て
い
き
ま
す
。
拳
と
心
を
鍛
え
な
が
ら

未
来
に
歩
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
」

◎
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
・
久
保
素
子
会
長

「
今
年
は
ア
メ
リ
カ
で
第
８
回
世
界
な
ぎ

な
た
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
日

本
選
手
団
は
世
界
に
向
け
て
凛り
ん

と
し
た
な

ぎ
な
た
を
発
信
で
き
る
よ
う
精
進
し
ま

す
。
先
の
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
お

い
て
、
な
ぎ
な
た
関
係
者
も
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
こ
う
し
た
困
難
な
局
面

に
お
い
て
、
な
ぎ
な
た
は
思
い
や
り
を
重

ん
じ
る
武
道
の
心
を
通
し
て
復
興
に
寄
与

し
て
ま
い
り
ま
す
」

◎
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
・
番
匠
幸
一
郎
会
長

「
銃
剣
道
は
昨
年
・
今
年
と
全
て
の
活
動

を
再
開
で
き
ま
し
た
。
本
連
盟
は
以
下
の

二
つ
を
重
視
し
て
お
り
ま
す
。
一
つ
は
国

際
化
で
す
。
近
年
で
は
銃
剣
道
に
興
味
を

持
つ
欧
州
・
ア
ジ
ア
の
方
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
令
和
６
年
度
中
に
国
際
連
盟
の
設

立
を
目
指
し
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
女
性

と
ジ
ュ
ニ
ア
に
対
す
る
振
興
で
す
。
銃
剣

道
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
係
な
く
健
康
増

進
・
護
身
術
が
で
き
る
武
道
で
す
」

◇

■�
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〈
中
学
校
部
活
動
・
ク

ラ
ブ
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
〉

◎
全
日
本
柔
道
連
盟
・
中
里
壮
也
副
会
長

兼
専
務
理
事

「
い
く
つ
か
方
策
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は

拠
点
校
を
定
め
て
、
そ
こ
で
合
同
部
活
動

を
行
う
。
も
う
一
つ
は
地
域
の
核
と
な
る

高
校
や
大
学
に
集
ま
っ
て
実
施
す
る
。
そ

れ
か
ら
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
用

で
す
。
そ
し
て
市
区
町
村
な
ど
の
柔
道
連

盟
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
も
の
で
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ
り
ま
す
の
で
地
域
に

あ
っ
た
形
で
実
施
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
課
題
は
中
学
校
か
ら
柔
道
を
始
め

る
生
徒
を
ど
の
よ
う
に
繋つ
な

ぎ
止
め
る
か
で

す
」

◎
全
日
本
剣
道
連
盟
・
網
代
忠
宏
会
長

「
市
区
町
村
教
育
委
員
会
と
地
域
の
剣
道

連
盟
の
コ
ン
タ
ク
ト
が
上う

手ま

く
い
っ
て
な

い
状
況
で
す
。
進
ん
で
い
る
地
域
も
あ
り

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。
教
育
委
員
会
と
の
連
携
を
深

め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
指

導
者
の
研
修
な
ど
を
や
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
」

◎
全
日
本
弓
道
連
盟
・
加
藤
出
会
長

「
実
施
し
て
い
る
県
が
多
少
あ
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
。
地
域
で
ク
ラ
ブ
活
動
を
行
う

こ
と
で
、
や
が
て
地
域
の
指
導
者
が
育

ち
、
社
会
人
の
弓
道
人
口
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

◎
日
本
相
撲
連
盟
・
南
和
文
会
長

「
ど
ん
ど
ん
と
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
地

域
移
行
に
向
け
て
の
講
習
会
も
開
き
ま
し

た
。
講
習
会
を
行
い
、
共
通
理
解
を
広
め

て
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
各
地
域
の

相
撲
経
験
者
の
活
用
が
鍵
と
な
り
ま
す
」

◎
全
日
本
空
手
道
連
盟
・
笹
川
堯
会
長

「
文
部
科
学
省
や
日
本
体
育
協
会
支
援
の

も
と
中
学
校
の
教
員
に
向
け
て
講
習
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
教
員
が
空
手
を
理
解
し

な
い
と
安
心
し
て
実
施
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
。
空
手
道
は
伝
統
を
守
り
つ
つ
も
安

心
・
安
全
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
盛
ん
に
実

施
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

◎
合
気
会
・
植
芝
守
央
理
事
長

「
部
活
動
と
し
て
合
気
道
を
取
り
入
れ
て

い
る
中
学
校
・
高
校
は
ま
だ
ま
だ
少
な

く
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
移
行
す
る
段
階

で
は
な
い
の
が
現
状
で
す
。
ま
ず
は
、
合

気
道
を
学
校
教
育
の
中
で
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

◎
少
林
寺
拳
法
連
盟
・
宗
昂
馬
会
長

「
学
校
側
の
要
望
と
指
導
者
側
の
理
解
が

噛か

み
合
う
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
急
務
で

す
。
兵
庫
県
や
岡
山
県
な
ど
は
実
施
校
が

あ
り
ま
す
。
指
導
者
の
コ
ー
チ
ン
グ
力
を

鍛
え
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」

◎
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
・
久
保
素
子
会
長

「
進
し
ん
ち

捗ょ
く

状
況
に
地
域
差
が
あ
り
ま
す
。
香

川
県
の
琴
平
町
で
は
、
地
域
に
移
行
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
課
題
と
し
て

は
、
指
導
者
不
足
や
金
銭
面
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
一
歩
一
歩
進
め
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

◎
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
・
番
匠
幸
一
郎
会
長

「
都
道
府
県
連
盟
に
要
望
を
伺
っ
て
、
実

施
希
望
が
あ
る
地
域
は
全
面
的
に
協
力
す

る
よ
う
な
体
制
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
駐

屯
地
な
ど
で
は
銃
剣
道
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
所
を
拠
点
と

し
て
実
施
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
」
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ニュース　武道議員連盟総会

　

丹
羽
秀
樹
武
道
議
員
連
盟
理
事
・
事
務

局
長
の
司
会
の
も
と
、
初
め
に
武
道
議
員

連
盟
の
江
渡
聡
徳
会
長
が
挨
拶
を
行
っ

た
。
続
い
て
武
道
議
員
連
盟
名
誉
顧
問
の

高
村
正
彦
日
本
武
道
館
会
長
が
挨
拶
を
行

い
会
議
に
入
っ
た
。

　

総
会
で
は
丹
羽
理
事
・
事
務
局
長
か
ら

事
務
局
報
告
と
し
て
、
議
員
連
盟
役
員
案

と
令
和
５
年
の
会
計
報
告
、
決
議
案
が
諮

ら
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
茂
里
毅
文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ

庁
次
長
が
武
道
振
興
施
策
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

⑴
学
校
に
お
け
る
武
道
指
導
の
充
実
に
つ
い
て

「
令
和
の
日
本
型
学
校
体
育
構
築
支
援
事

業
と
し
て
多
様
な
武
道
等
指
導
の
充
実
と

支
援
体
制
を
強
化
し
て
い
る
。
多
様
な
武

道
指
導
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
多
様
な
武

道
種
目
に
触
れ
る
中
学
校
を
『
武
道
推
進

モ
デ
ル
校
』
に
指
定
し
て
実
践
研
究
を
行

っ
て
い
る
。
令
和
５
年
度
は
132
校
で
実
施

し
た
。
６
年
度
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と

実
施
し
て
い
き
た
い
」

⑵
運
動
部
活
動
改
革
に
つ
い
て

「
学
校
部
活
動
に
つ
い
て
は
地
域
連
携
や

地
域
移
行
を
進
め
て
い
る
。
大
き
な
課
題

と
し
て
少
子
化
の
進
展
に
よ
っ
て
学
校
単

位
で
の
部
活
動
の
実
施
が
困
難
と
な
っ
た

こ
と
や
教
員
が
顧
問
を
務
め
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
将
来
に
わ
た
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
う
な
受
け
皿
を
確

保
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
の
み
な
ら
ず
地
域
住
民
に
と
っ
て

も
よ
り
良
い
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
整
備
が
必

要
で
あ
る
。
改
革
に
あ
た
っ
て
は
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
、
令
和
５
年
度
か
ら

３
年
間
を
改
革
推
進
期
間
と
定
め
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
早
期
実
現
を
目
指
し
て

い
く
」

⑶
武
道
場
の
整
備
に
つ
い
て

「
５
年
度
の
補
正
予
算
額
と
６
年
度
予
算

町道場の整備支援を要望町道場の整備支援を要望

　

令
和
６
年
武
道
議
員
連
盟
総
会
は
３
月
６
日
、
武
道
振
興
大
会
に
先
立
ち
、

衆
議
院
第
一
議
員
会
館
国
際
会
議
室
で
開
か
れ
た
。
大
会
に
は
同
連
盟
に
所
属

す
る
国
会
議
員
64
名
（
代
理
出
席
を
含
む
）、
日
本
武
道
館
役
員
、
ス
ポ
ー
ツ

庁
幹
部
が
出
席
し
、同
連
盟
の
事
務
局
報
告
、ス
ポ
ー
ツ
庁
の
武
道
振
興
施
策
、

日
本
武
道
協
議
会
と
日
本
武
道
館
の
現
場
報
告
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

令和６年武道議員連盟総会令和６年武道議員連盟総会

武道振興施策について説明する茂里スポーツ庁次長（左側の起立者）武道振興施策について説明する茂里スポーツ庁次長（左側の起立者）
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懇
談
会
で
の
質
問
に
対
す
る
回
答
が
ス
ポ

ー
ツ
庁
の
茂
里
氏
か
ら
述
べ
ら
れ
た
。

Ｑ
．
コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
に
つ
い
て

Ａ
．「
各
団
体
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る

と
大
会
や
講
習
会
の
延
期
や
中
止
、
昇
段

審
査
の
回
数
を
減
ら
し
た
の
が
実
態
で

す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
講
習
会
を
リ
モ
ー

ト
で
行
っ
た
り
、
ビ
デ
オ
に
よ
る
審
査
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
持
っ
て
苦
難
を
乗

り
越
え
た
と
伺
っ
て
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
庁

と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
事
例
を
感
染
対

策
を
踏
ま
え
た
指
導
資
料
と
し
て
動
画
に

ま
と
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
」

◇

　

次
に
日
本
武
道
館
の
永
嶋
信
哉
振
興
部

長
が
令
和
５
年
度
の
日
本
武
道
協
議
会
加

盟
団
体
の
活
動
状
況
と
し
て
①
主
要
全
日

本
大
会
開
催
状
況
②
主
な
事
業
③
古
武
道

保
存
事
業
④
武
道
国
際
交
流
事
業
に
つ
い

て
説
明
。
次
に
令
和
６
年
度
の
主
な
事
業

と
し
て
、
全
日
本
少
年
少
女
武
道
錬
成
大

会
（
７
〜
８
月
、
８
種
目
・
計
９
日
間
）、

ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
派
遣
日
本
武

道
代
表
団
（
11
月
）、
外
国
人
留
学
生
等

対
象
国
際
武
道
文
化
セ
ミ
ナ
ー
（
３
月
）

の
三
つ
の
国
庫
補
助
対
象
事
業
つ
い
て
同

部
長
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

◇

　

最
後
に
質
疑
応
答
に
移
っ
た
。
質
問
と

回
答
は
以
下
の
通
り
。

Ｑ
１
．
江
渡
聡
徳
武
道
議
員
連
盟
会
長

「
全
国
の
武
道
場
は
老
朽
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
は
、
武
道
館
の
み

な
ら
ず
、
町
武
道
場
の
整
備
を
お
願
い
し

た
い
」

Ａ
１
．
茂
里
ス
ポ
ー
ツ
庁
次
長

「
民
間
施
設
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
現
在

制
度
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
形

で
町
道
場
を
支
援
で
き
る
か
、
議
論
し
な

が
ら
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
」

Ｑ
２
．
小
山
展
弘
氏
（
衆
議
院
議
員
）

「
弓
道
の
遠
的
場
は
市
に
一
つ
も
な
い
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
整
備
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
」

Ｑ
３
．
遠
藤
利
明
氏
（
衆
議
院
議
員
）

「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
制
定
時
に
武
道
を

ど
う
捉
え
る
の
か
結
論
が
で
な
か
っ
た
。

時
代
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
生
ま

れ
て
く
る
中
、
今
後
は
同
法
を
改
正
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で

武
道
を
ど
う
扱
え
ば
い
い
の
か
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
」

※
二
つ
の
質
門
に
つ
い
て
は
回
答
は
持
ち

越
さ
れ
、
会
は
終
了
し
た
。

江渡聡徳
武道議員連盟会長小山展弘衆議院議員遠藤利明衆議院議員

額
の
合
算
で
約
50
億
円
を
計
上
し
た
」

⑷
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
重
要
テ
ー
マ
と
位
置
付
け
て
、
支

援
を
行
い
、
武
道
を
含
め
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
認
知
拡
大
を
促
進
す
る
」

　

次
に
２
月
20
日
に
行
わ
れ
た
武
道
議
員

連
盟
・
ス
ポ
ー
ツ
庁
・
日
本
武
道
館
３
者質問に応じる茂里スポーツ庁次長（右）
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ニュース　武道議員連盟総会

武道議員連盟役員名簿　（敬称略）
名 誉 顧 問　　高村　正彦（前自民党副総裁）　　川端　達夫（元衆議院議員）
顧　　　問　　麻生　太郎（自民）　　衛藤征士郎（自民）　　海江田万里（無所属）
　　　　　　　中曽根弘文（自民）

会　　　長　　江渡　聡徳（自民）	

副　会　長　　逢沢　一郎（自民）　　有村　治子（自民）　　今村　雅弘（自民）

　　　　　　　遠藤　利明（自民）　　塩谷　　立（自民）　　下村　博文（自民）

　　　　　　　高木　陽介（公明）　　古川　元久（国民）　　森　　英介（自民）

　　　　　　　山谷えり子（自民）

理　事　長　　高木　陽介（公明）
理　　　事　　遠藤　　敬（維新）　　逢坂　誠二（立憲）　　熊田　裕通（自民）
　　　　　　　笹川　博義（自民）　　田名部匡代（立憲）　　長島　昭久（自民）

　　　　　　　丹羽　秀樹（自民）　　福岡　資麿（自民）　　松本　剛明（自民）

事 務 局 長　　丹羽　秀樹（自民）
事務局次長　　高村　正大（自民）　　滝沢　　求（自民）

令和 6年 3月 6日現在
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令和の日本型学校体育構築支援事業
③多様な武道等指導の充実及び支援体制の強化

   都道府県・指定都市教育委員会に委託（4,300千円×35箇所）

多様な武道種目に触れる保健体育の授業や外部指導者の活用などを行う中学校を「武道推進モデル校」に指定した実践研究を行うとともに、
多様な武道種目の指導法講習会など教員の指導力向上を図る取組等の実施

多様な武道等指導の充実

法人格を有する団体に委託（5,000千円×９団体）

武道関係団体による外部指導者の養成講習会や指導ガイドブックの資料の作成など指導力向上を行うことで、
中学校における多様な武道種目の実践の支援体制を強化するための取組等の実施

支 援 体 制 の 強 化

令和３年度から全面実施した学習指導要領において、武道の種目は、柔道、剣道、相撲、空手道、なぎなた、弓道、合気道、少林寺拳法、
銃剣道を示し、我が国固有の伝統文化により一層触れることとしており、保健体育授業における武道等の指導の一層の充実を図るためには、全
国的に質の高い授業の実践、教員等の指導力向上が必要である。

背 景

普及  啓発

【武道推進モデル校】

普及  啓発

【武道推進モデル校】

普及  啓発

【武道推進モデル校】

我が国固有の伝統文化である武道等の指導の充実を図るため、中学校の保健体育における多様な武道種目の実施や外部指導者の活用な
どの実践研究を行うとともに、武道関係団体による多様な武道指導実践への支援体制の強化を図る取組を行う。

事 業 概 要

【武道推進モデル校】

普及  啓発

令和6年度予算額（案）：195,500千円
（前 年 度 予 算 額   ：195,500千円）

●スポーツ庁　資料

課題

学校における部活動改革の必要性

【部活動の意義】
○ 生徒のスポーツ・文化芸術に親しむ機会を確保。
○ 生徒の自主的・主体的な参加による活動を通じ、責任感・連帯感を涵養。生徒同士や生徒と
教師等との好ましい人間関係の構築。

【部活動の課題】
○ 少子化の進展により、従前と同様の学校単位での体制での運営は困難。学校や地域によっては
存続が厳しい。
○ 必ずしも専門性や意思に関わらず教師が顧問を務める指導体制の継続は、学校の働き方改革が
進む中、より困難。

■ 少子化が進む中でも、将来にわたり生徒がスポーツ・文化芸術活動に継続して
親しむ機会を確保。

■ 「地域の子供たちは、地域で育てる」という意識の下、地域のスポーツ・文化資源を
最大限活用。生徒のニーズに応じた多様で豊かな活動を実現。

■ 生徒のみならず、地域住民にとってもより良いスポーツ・文化芸術の環境整備。
スポーツ・文化芸術による「まちづくり」。



1501502024．4　月刊「武道」2024．4　月刊「武道」

ニュース　武道議員連盟総会

学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する
総合的なガイドライン【概要】

〇 少子化が進む中、将来にわたり生徒がスポーツ・文化芸術活動に継続して親しむことができる機会を確保するため、速やかに部活動改革に取り組
む必要。その際、生徒の自主的で多様な学びの場であった部活動の教育的意義を継承・発展させ、新しい価値が創出されるようにすることが重要。
〇 令和４年夏に取りまとめられた部活動の地域移行に関する検討会議の提言を踏まえ、平成30年に策定した「運動部活動の在り方に関する総合的な
ガイドライン」及び「文化部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」を統合した上で全面的に改定。これにより、学校部活動の適正な運営や
効率的・効果的な活動の在り方とともに、新たな地域クラブ活動を整備するために必要な対応について、国の考え方を提示。
〇 部活動の地域移行に当たっては、「地域の子供たちは、学校を含めた地域で育てる。」という意識の下、生徒の望ましい成長を保障できるよう、
地域の持続可能で多様な環境を一体的に整備。地域の実情に応じ生徒のスポーツ・文化芸術活動の最適化を図り、体験格差を解消することが重要。

令和４年12月

（主な内容）
・教師の部活動への関与について、法令等に基づき業務改善や勤務管理
・部活動指導員や外部指導者を確保
・心身の健康管理・事故防止の徹底、体罰・ハラスメントの根絶の徹底
・週当たり２日以上の休養日の設定（平日１日、週末１日）
・部活動に強制的に加入させることがないようにする
・地方公共団体等は、スポーツ・文化芸術団体との連携や保護者等の協力
の下、学校と地域が協働・融合した形での環境整備を進める

教育課程外の活動である学校部活動について、実施する場合の適正な運
営等の在り方を、従来のガイドラインの内容を踏まえつつ示す。

Ⅰ 学校部活動

（主な内容）
・地域クラブ活動の運営団体・実施主体の整備充実
・地域スポーツ・文化振興担当部署や学校担当部署、関係団体、学校等の
関係者を集めた協議会などの体制の整備

・指導者資格等による質の高い指導者の確保と、都道府県等による人材バ
ンクの整備、意欲ある教師等の円滑な兼職兼業
・競技志向の活動だけでなく、複数の運動種目・文化芸術分野など、生徒
の志向等に適したプログラムの確保

・休日のみ活動をする場合も、原則として１日の休養日を設定
・公共施設を地域クラブ活動で使用する際の負担軽減・円滑な利用促進
・困窮家庭への支援

学校部活動の維持が困難となる前に、学校と地域との連携・協働により
生徒の活動の場として整備すべき新たな地域クラブ活動の在り方を示す。

Ⅱ 新たな地域クラブ活動

新たなスポーツ・文化芸術環境の整備に当たり、多くの関係者が連携・
協働して段階的・計画的に取り組むため、その進め方等について示す。

Ⅲ 学校部活動の地域連携や
地域クラブ活動への移行に向けた環境整備

（主な内容）
・まずは休日における地域の環境の整備を着実に推進
・平日の環境整備はできるところから取り組み、休日の取組の進捗状況等
を検証し、更なる改革を推進

・①市区町村が運営団体となる体制や、②地域の多様な運営団体が取り組む
体制など、段階的な体制の整備を進める
※地域クラブ活動が困難な場合、合同部活動の導入や、部活動指導員等
により機会を確保

・令和５年度から令和７年度までの３年間を改革推進期間として地域連携・
地域移行に取り組みつつ、地域の実情に応じて可能な限り早期の実現を
目指す

・都道府県及び市区町村は、方針・取組内容・スケジュール等を周知

（主な内容）
・大会参加資格を、地域クラブ活動の会員等も参加できるよう見直し

※日本中体連は令和５年度から大会への参加を承認、その着実な実施
・できるだけ教師が引率しない体制の整備、運営に係る適正な人員確保
・全国大会の在り方の見直し（開催回数の精選、複数の活動を経験したい
生徒等のニーズに対応した機会を設ける等）

学校部活動の参加者だけでなく、地域クラブ活動の参加者のニーズ等に
応じた大会等の運営の在り方を示す。

Ⅳ 大会等の在り方の見直し

※Ⅰは中学生を主な対象とし、高校生も原則適用。Ⅱ～Ⅳは公立中学校の生徒を主な対象とし、高校や私学は実情に応じて取り組むことが望ましい。

●スポーツ庁　資料

0

地域スポーツクラブ活動体制整備事業等
方向性・目指す姿

事業内容

令和6年度予算額（案） 2,738,192千円
（前年度予算額 2,470,899千円）

※2 コミュニティ・スクール（学校運営協議会）等の仕組みも活用。
※1 補助割合について、都道府県又は指定都市の場合は、国1/3、都道府県・指定都市2/3。

 「地域の子供たちは、学校を含めた地域で育てる。」という意識の下、地域の実
情に応じスポーツ活動の最適化を図り、体験格差を解消。

 少子化の中でも、将来にわたり我が国の子供たちがスポーツに継続して親しむことができる機会を
確保。学校の働き方改革を推進し、学校教育の質も向上。

 自己実現、活力ある社会と絆の強い社会創り。部活動の意義の継承・発展、新しい価値の創出。

 地域の実情に応じた持続可能で多様なスポーツ環境を整備し、多様な体験機会を確保。

＊ 本資料における「スポーツ」には障害者スポーツを、「中学校」には特別支援学校中学部等を含む。
体制例は、あくまでも一例である。

各都道府県・市区町村の地域スポーツの推進体制等の下で、コーディネーターの配置を含む運営団
体・実施主体等の体制整備、指導者の確保、参加費用負担への支援等に関する実証事業を実施し、
国において事業成果の普及に努めるとともに、全国的な取組を推進する。

（１）地域クラブ活動への移行に向けた実証 ※取組例

面的・広域的
な取組 内容の充実 参加費用負担

支援等

関係団体・分野との連携強化
・ スポーツ協会、競技団体、大学、
企業等
・ スポーツ推進委員、 地域おこし
協力隊
・ まちづくり・地域公共交通

体制整備 指導者の質の
保障・量の確保

・ 人材の発掘・マッチング・配置
・ 研修、資格取得促進
・ 平日・休日の一貫指導
・ ICTの有効活用

・ 複数種目、シーズン制
・ 体験型キャンプ
・ レクリエーション的活動

・ 地域クラブ活動の拡大
・ 市区町村等を超えた取組

・ 困窮世帯の支援
・ 費用負担の在り方

学校施設の
活用等

・ 効果的な活用や
管理方法

・ 関係団体・市区町村等との連絡調整
・ コーディネーターの配置、地域学校協働
活動推進員等との連携の在り方

・ 運営団体・実施主体の体制整備や質の
確保

部活動指導員の配置を充実 【13,000人】

Ⅱ.中学校における部活動指導員の配置支援 15億円（12億円）
各学校や拠点校に部活動指導員を配置し、教師に代わる指導や大会引率を担うことにより、生徒のニー
ズを踏まえた充実した活動とする。 （補助割合：国1/3、都道府県1/3、市区町村1/3）※1

上記の施策を支える新たなスポーツ環境の構築等のため、以下の取組を実施。
・公立中学校の施設の整備・改修を支援(用具保管の倉庫設置、スマートロック設置に伴う扉の改修等)
・指導者養成のための講習会や暴力等の根絶に向けた啓発活動の実施等。
・大学生が卒業後も継続的に地域の中学生の指導に当たる仕組みを構築。
・デジタル動画を活用した部活動・地域クラブ活動のサポート体制の構築（ポータル新設）

Ⅲ.地域における新たなスポーツ環境の構築等 3億円（3億円）

※ 実証事業２年目となる地域クラブ活動は、原則、国費だけではなく、一定の割合の受益者負担や行政・関係団体の自主財源からの
支出、企業等からの寄付などとの組み合わせにより、持続的に活動することを前提とした仕組みを構築し、検証。

※ 平日・休日の一貫指導や市区町村を超えた取組など、地域の実情に応じた最適化・体験格差の解消を図る意欲的な取組を充実。

令和５年度

・事例創出・課題の洗い出し、課題解決策の検討・試行、地域クラブ活動のモデル・プロセスの分析
・成果の普及、進捗状況の検証、地域クラブ活動の整備促進、全国的な取組の推進

・ガイドラインの見直し
・更なる支援方策の検討

改革推進期間
令和８年度

地域クラブ活動の充実
令和６年度 令和７年度

★ 重点地域における政策課題への対応
地域スポーツ環境の整備に先導的に取り組む地域を重点地域として指定し、政策課題への対応を推進
する。

・多様なスポーツ体験の機会の提供
・高校との連携やジュニアからシニアまでの多世代での取組
・スクールバスの活用や地域公共交通との連携
・不登校や障害のある子供たちの地域の学びの場としての
役割

・トレーナーの活用を含めた安全確保の体制づくり
・企業版ふるさと納税等を含む民間資金の活用

・体育・スポーツ系の大学生、パラアスリート等を含む
アスリート人材等の活用
・学校体育施設の拠点化や社会体育施設との一体
化などによる地域スポーツの活動拠点づくり
・動画コンテンツ等の活用
・多様なニーズに対応した大会の開催 等

（２）課題の整理・検証、地域クラブ活動のモデル・プロセスの分析、地域クラブ活動の整備促進等
・ 事業成果の普及方策、地域クラブ活動の整備の進展に伴う新たな課題の整理・解決策の検討
・ 運営形態の類型や競技ごとの地域クラブ活動のモデル・プロセス、組織マネジメント等の分析・検証
・ 単一自治体での対応が困難な場合の地域クラブ活動の整備促進方策の検討 等 （単体の）部活動

指導

地域の人材

○○中学校

合同部活動

指導

地域の人材
○○中学校

□□中学校△△中学校

※直ちに①②のような体制を整備
することが困難な場合

学学校校部部活活動動のの
地地域域連連携携※２

部活動指導員 部活動指導員

市区町村

スポーツ団体 大学 民間
事業者

地域学校
協働本部

地域クラブ活動

指導者

参加

○○中学校 ◆◆中学校△△中学校

連携 総合型
地域スポーツクラブ 民間事業者等

指導指導

地域クラブ活動

参加

○○中学校 ◆◆中学校△△中学校

休日の
地域クラブ活動

体制例

方向性

 子供や大人、高齢者や障害者の参加・交流を推進する地域スポーツ活動の中
に部活動を取り込む。ウェルビーイングの実現、まちづくりの推進。

＜主な政策課題＞

（担当：スポーツ庁地域スポーツ課）

令和５年度補正予算額 1,431,951千円

Ⅰ.地域クラブ活動への移行に向けた実証事業 10億円（10億円）
14億円［令和５年度補正予算額］
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体 育 ・ ス ポ ー ツ 施 設 整 備
（ 学 校 施 設 環 境 改 善 交 付 金 等 ）

令和６年度予算額（案）  ： 3,228,456千円
（ 前 年 度 予 算 額 ： 3,600,000千円） 

自治体が整備する体育・スポーツ施設に対して学校施設環境改善交付金を交付することにより、以下を推進する。

スポーツをする場の確保

 学校のプール、武道場の新改築等
 地域の拠点となる運動場、体育館、

プール、武道場等の新改築等

国土強靭化の推進

避難場所の活用

 地域のスポーツ施設の耐震化
（構造体・非構造体）

 スポーツ施設の空調整備

脱炭素社会の推進

 地域のスポーツ施設に
再生可能エネルギーを整備

 災害に強く、災害時にも快適に過ごせるスポーツ施設を整備することで、災害に強いまちづくりに繋がる。
 環境にやさしい地域のスポーツ施設を増やし、脱炭素社会の実現に貢献する。
 地域スポーツクラブ活動に必要な整備・改修を支援することで、地域のスポーツ環境整備を促進する。

R6制度改正  社会体育施設の空調設備（新設）について、補助率を1/2に引上げ（令和７年度までの時限的措置）

効果

※改築：既存の施設を全部取り壊し、更地にしてから同
様の施設を造る工事

補助対象

 CO2排出減に寄与する整備を支援

地方公共団体 算定割合 １/３補助 ※災害対応の浄水プール等は1/2

地方公共団体 公立中学校

地域スポーツクラブ活動で必要な用具の保管のための用具庫等、 運動部活動の地域スポーツクラブ活動への移行に資する施設について、
整備・改修（32億円の内5,000万円）を支援する。
補助対象 補助対象となる学校種 算定割合 １/３補助

 地域のスポーツ環境の充実 ● 災害時には避難所として活用されるための環境整備（耐震化及び空調設備の整備等）
 2050年カーボンニュートラル達成に向けて、脱炭素社会の実現に寄与する環境整備

担当：スポーツ庁参事官（地域振興担当）付

事業開始年度 令和５年度～

事業開始年度 平成23年度～
令和５年度補正予算額    ： 1,590,516千円 

（令和4年度第2次補正予算額： 815,546千円）

●スポーツ庁　資料

スポーツによる地域活性化・まちづくりコンテンツ
創出等総合推進事業
現状・課題

令和6年度予算額（案） 178,800千円
（前年度予算額 190,534千円）

担当：スポーツ庁参事官（地域振興担当）付

スポーツと地域資源を融合させた「スポーツツーリズム」等を通じ、交流人口の拡大、地域・経済の活性化を推進するため高付加価値コンテンツの創出に向けた
取組をモデル的に支援するほか、インバウンドの回復を踏まえたスポーツツーリズム・ムーブメント創出を積極的に推進する。

②スポーツツーリズム・ムーブメント創出事業（拡充） 0.9億円
〇ホームページ等を通じデジタル技術を活用したプロモーションを実施し、基礎
 的データの収集・分析、セミナー等を通じた、データ利活用、他地域での自

   発的な取組を促進。
〇人口集積地やオンラインでの体験機会の創出による武道を中心としたス

 ポーツツーリズムの認知拡大を通じ、訪日意欲の喚起、 地方誘客の促進を
行う。

事事業業実実施施期期間間 平成２９年度～

①スポーツツーリズムコンテンツ創出事業 0.8億円
〇重点テーマの「武道（デジタル技術の活用を含む）」、「アウトドアスポーツ」
 を含めたテーマ別に地域スポーツ資源を活用した実証モデルの実施、効果検
 証等を行う。

交流人口の拡大に寄与するスポーツツーリズムについては、その普及・実践を推進し、各地で萌芽が見えつつあるが、新型コロナウイルスの影響によるインバウンドの
消失等により、国内在住外国人や、国内の観光客を主な対象にシフトし、実施・効果検証を行ってきたところである。
インバウンドの回復を踏まえ、訪日外国人をターゲットとした取組事例の創出、DXを活用したプロモーション等によるスポーツツーリズム・ムーブメントの創出や、イ
ンバウントニーズの高い武道を含めたスポーツツーリズムの認知拡大による地方誘客及び、地方において本格的な体験ができるコンテンツ創出を、全国的なムーブメン
トとして促進する必要がある。

スポーツによる地方創生・まちづくりへ

（取組事例）国内外旅行者から選ばれる優良コンテンツを創出。地域の魅力向
上や消費額拡大、地方部での長期滞在※に資する取組

1.武道ツーリズム
（デジタル技術の活用を含む）
日本発祥の武道と歴史・文化等を融合させ
た稀少性の高い体験コンテンツを創出

2.アウトドアツーリズム
「スノースポーツ」、「登山・ハイキング・
トレッキング」、「ウォーキング」など、
景観や自然環境、地域の生活等を
有機的に連携させた、広域コンテンツを創出

プロモーションの実施・データの収集

セミナー等を通じた
データの利活用の促進

体験機会の創出等による訪日意欲の喚起

HP・SNS等で宣伝

興味を持った観光客が検索

他地域での自発
的な取組の促進

データの分析

本格的な体験の実現！

訪日を含めた地方への観光

本格的な体験ができる
コンテンツの醸成

事業内容

※ワーケーション、検定や資格の取得、コンディショニング等
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第
４
回
世
界
弓
道
大
会
（
主
催
＝
国
際
弓
道
連
盟
、
共
催
＝

全
日
本
弓
道
連
盟
、
愛
知
県
、
名
古
屋
市
）
が
２
月
29
日
、
愛

知
県
名
古
屋
市
の
日
本
ガ
イ
シ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
は
国
際
弓
道
連
盟
加
盟
団
体
に
よ
る
団
体
戦
の
み
で
行

わ
れ
、
前
回
大
会
よ
り
５
カ
国
上
回
る
25
カ
国
・
地
域
か
ら
36

チ
ー
ム
、
総
勢
157
名
が
参
加
し
た
。

　

決
勝
は
日
本
Ａ
・
Ｂ
チ
ー
ム
に
よ
る
日
本
勢
同
士
の
対
決
と

な
り
、
日
本
Ａ
が
12
射
皆
中
で
堂
々
の
優
勝
。
日
本
と
し
て
は

３
連
覇
を
達
成
し
、弓
道
発
祥
の
国
と
し
て
の
矜
き
ょ
う

持じ

を
示
し
た
。

　

世
界
大
会
は
４
年
に
一
度
の
開
催
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
延
期
が
続
き
、
６
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

っ
た
。

日本が団体３連覇達成日本が団体３連覇達成
日本勢同士の決勝、皆中で日本Ａが優勝日本勢同士の決勝、皆中で日本Ａが優勝

第４回世界弓道大会  第４回世界弓道大会  － The  4th  World  Kyudo  Taikai  （Aichi・Nagoya）－－ The  4th  World  Kyudo  Taikai  （Aichi・Nagoya）－

優勝＝日本Ａ（左から、久野弥花選手、小越智就選手、木川寿眞選手）優勝＝日本Ａ（左から、久野弥花選手、小越智就選手、木川寿眞選手）

会場となった日本ガイシホール会場となった日本ガイシホール
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開
会
式
に
先
立
ち
、
特
別
演
武
と
し
て

薩
摩
日
置
流
腰
矢
指
矢
の
演
武
が
行
わ
れ

た
。
鎧よ
ろ
いを
ま
と
っ
た
実
戦
さ
な
が
ら
の
伝

統
的
な
技
法
に
、
観
客
は
興
味
深
く
見
入

っ
た
。

　

開
会
式
で
は
、
加
藤
出
国
際
弓
道
連
盟

会
長
が
主
催
者
挨
拶
を
述
べ
た
。

「
第
４
回
世
界
弓
道
大
会
を
開
催
す
る
に

当
た
り
、
世
界
各
地
域
か
ら
多
数
の
弓
友

の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
日
は
日
頃
の
修

練
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
い
た
だ

き
、
競
技
を
伸
び
伸
び
と
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
世
界

各
国
の
弓
道
家
と
の
交
流
を
通
じ
て
見
識

を
深
め
、
国
際
親
善
の
一
助
と
な
る
こ
と

を
期
待
い
た
し
ま
す
」

　

続
く
矢
渡
で
も
、
加
藤
会
長
が
射
手
を

務
め
た
。

◇　
　
　

◇

　

試
合
は
３
人
順
立
で
、
予
選
ラ
ウ
ン
ド

は
各
チ
ー
ム
12
射
（
各
４
射
）
を
２
回
行

い
、
的
中
上
位
16
チ
ー
ム
が
決
勝
ラ
ウ
ン

ド
に
進
出
（
同
中
の
場
合
は
、
順
位
が
決

す
る
ま
で
１
本
競
射
を
行
う
）。
決
勝
ラ

ウ
ン
ド
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
争
わ
れ
、

各
チ
ー
ム
12
射（
各
４
射
）を
１
回
行
い
、

勝
敗
を
決
し
た
（
同
中
の
場
合
は
、
予
選

準優勝＝日本Ｂ（左から、西田友樹選手、久野研太選手、池下大翔選手）準優勝＝日本Ｂ（左から、西田友樹選手、久野研太選手、池下大翔選手）

特別演武　薩摩日置流腰矢指矢特別演武　薩摩日置流腰矢指矢矢渡　加藤出範士八段矢渡　加藤出範士八段

大会には国際弓道連盟名誉総裁の高円宮妃大会には国際弓道連盟名誉総裁の高円宮妃
久子殿下が終日ご臨席した久子殿下が終日ご臨席した

と
同
様
に
１
本
競
射
を
行
う
）。

◆
予
選
ラ
ウ
ン
ド

　

予
選
ラ
ウ
ン
ド
１
回
目
は
各
チ
ー
ム
一

桁
台
前
半
の
的
中
数
が
続
く
中
、
日
本
は

Ａ
チ
ー
ム
10
中
、
Ｂ
チ
ー
ム
12
射
皆
中
と

圧
倒
的
な
力
を
見
せ
つ
け
る
。
続
い
て
ド

イ
ツ
（
第
２
回
大
会
３
位
）
が
10
中
、
フ

ラ
ン
ス
（
第
１
回
大
会
優
勝
）
Ｂ
チ
ー
ム

が
８
中
と
強
豪
国
が
的
中
を
重
ね
る
。

　

２
回
目
も
日
本
は
安
定
し
た
的
中
を
見

せ
、
Ａ
チ
ー
ム
合
計
21
中
、
Ｂ
チ
ー
ム
合

計
22
中
で
危
な
げ
な
く
予
選
を
通
過
し

た
。

　

イ
ギ
リ
ス
（
第
１
回
大
会
２
位
）、
イ

タ
リ
ア
（
前
回
大
会
３
位
）
な
ど
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
強
豪
国
が
予
選
ラ
ウ
ン
ド
で
敗
退

す
る
中
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
国
に

は
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
Ａ
・
Ｂ
の
他
、

台
湾
（
前
回
大
会
２
位
）
Ａ
・
Ｂ
チ
ー
ム

な
ど
が
名
を
連
ね
た
。

心技体 人を育てる総合誌
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◆
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦
の
１
試
合

目
は
日
本
Ｂ
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
Ｂ
が
対

戦
。
日
本
Ｂ
は
予
選
の
勢
い
に
乗
る
こ
と

が
で
き
ず
９
中
と
失
速
し
た
が
、
９
―
２

で
勝
利
。
ま
た
、
日
本
Ａ
は
オ
ー
ス
ト
リ

ア
Ａ
を
11
―
８
で
下
し
２
回
戦
へ
駒
を
進

め
た
。
そ
の
他
、
ル
ー
マ
ニ
ア
が
ポ
ー
ラ

ン
ド
と
対
戦
し
、
11
―
４
と
大
差
を
つ
け

て
勝
利
し
た
。
強
豪
国
と
し
て
Ａ
・
Ｂ
両

チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し

た
フ
ラ
ン
ス
は
、
Ｂ
チ
ー
ム
が
シ
ン
ガ
ポ

◆
準
決
勝

日
本
Ｂ　

10
―
５　

ル
ー
マ
ニ
ア

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
フ
ラ
ン
ス
を
破

り
勢
い
に
乗
る
ル
ー
マ
ニ
ア
だ
っ
た
が
、

９
射
目
ま
で
終
え
た
と
こ
ろ
で
、
４
中
と

大
き
く
つ
ま
ず
い
て
し
ま
う
。
対
す
る
日

本
は
、
９
射
目
ま
で
で
７
中
し
、
最
終
１

順
で
１
射
中あ

て
れ
ば
勝
利
が
確
定
す
る
場

面
。
日
本
Ｂ
の
10
射
目
、
大
前
・
西
田
友

樹
選
手
が
狙
い
澄
ま
し
て
放
っ
た
矢
は
見

事
に
的
に
中あ
た

り
、
日
本
Ｂ
が
決
勝
進
出
を

決
め
た
。

ー
ル
Ａ
を
10
―
６
で
下
し
、
予
選
の
不
調

か
ら
調
子
を
取
り
戻
す
。
一
方
、
フ
ラ
ン

ス
Ａ
チ
ー
ム
は
ド
イ
ツ
と
対
戦
し
、
ド
イ

ツ
が
８
―
６
の
接
戦
を
制
し
２
回
戦
に
進

出
し
た
。

　

２
回
戦
も
接
戦
が
続
き
、
ル
ー
マ
ニ
ア

が
８
―
７
で
フ
ラ
ン
ス
Ｂ
を
、
ド
イ
ツ
が

６
―
５
で
ス
イ
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
破
っ
た
。

日
本
Ａ
は
予
選
を
通
し
て
今
大
会
初
の
12

射
皆
中
を
決
め
、
台
湾
Ａ
に
勝
利
し
た
。

日
本
Ｂ
も
台
湾
Ｂ
と
対
戦
し
、
11
―
７
で

準
決
勝
へ
進
出
し
た
。

日
本
Ａ　

12
―
９　

ド
イ
ツ

　

日
本
Ａ
は
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
次
々
と
的

中
さ
せ
、
後
を
追
う
ド
イ
ツ
に
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
を
か
け
る
。
ド
イ
ツ
も
負
け
じ
と

次
々
的
中
さ
せ
、
９
射
目
を
終
え
た
時
点

で
的
中
数
は
９
―
６
と
な
る
。
日
本
Ａ
の

勝
利
が
か
か
る
10
射
目
、
大
前
・
久
野
弥

花
選
手
が
安
定
し
た
射
で
し
っ
か
り
と
中

て
る
。
そ
の
後
、
日
本
Ａ
は
２
回
戦
の
勢

い
そ
の
ま
ま
、決
勝
戦
へ
勝
ち
上
が
っ
た
。

３位＝ルーマニア３位＝ルーマニア

３位＝ドイツ３位＝ドイツ

大会の様子大会の様子

各射場で激戦が繰り広げられた各射場で激戦が繰り広げられた
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◆
決
勝

日
本
Ａ　

12
―
11　

日
本
Ｂ

　

日
本
Ａ
、
Ｂ
両
チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝
と

な
り
、
こ
の
時
点
で
日
本
の
団
体
３
連
覇

が
確
定
。
日
本
選
手
が
ど
の
よ
う
な
試
合

を
見
せ
て
く
れ
る
の
か
に
、
会
場
中
の
注

目
が
集
ま
る
中
、
両
チ
ー
ム
と
も
失
中
す

る
こ
と
な
く
、
10
射
目
ま
で
全
員
の
皆
中

が
続
く
。

　

手
に
汗
握
る
勝
負
の
命
運
を
分
け
た
の

は
11
射
目
。
先
に
日
本
Ａ
の
中
・
小
越
智日本勢同士の決勝が実現した（右が優勝したＡチーム）日本勢同士の決勝が実現した（右が優勝したＡチーム）

就
選
手
、
落
ち
・
木
川
寿
眞
選
手
が
的
中

さ
せ
、
日
本
Ａ
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２

回
戦
か
ら
３
戦
連
続
の
皆
中
を
決
め
る
。

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
る
中
、
日
本
Ｂ
の

中
・
久
野
研
太
選
手
が
放
っ
た
矢
は
、
僅わ
ず

か
に
的
の
左
上
に
逸
れ
、
痛
恨
の
失
中
。

最
後
に
日
本
Ｂ
の
落
ち
・
池
下
大
翔
選
手

が
締
め
く
く
り
の
一
本
を
的
中
さ
せ
、
試

合
終
了
。
日
本
Ａ
が
優
勝
を
手
に
し
た
。

◉
入
賞
チ
ー
ム
コ
メ
ン
ト

優
勝　

日
本
Ａ

久
野
弥
花
選
手

「
い
つ
も
通
り
の
力
が
出
せ
ま
し
た
。
こ

の
結
果
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
今
後
も

高
み
を
目
指
し
た
い
で
す
」

小
越
智
就
選
手

「
世
界
大
会
と
い
う
貴
重
な
場
に
出
場
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、

国
内
の
大
会
で
の
タ
イ
ト
ル
獲
得
を
目
指

し
て
、
今
後
も
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」

木
川
寿
眞
選
手

「
少
し
調
子
を
崩
し
て
い
た
の
で
す
が
、

最
後
は
う
ま
く
引
け
ま
し
た
。
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
を
し
っ
か
り
乗
り
越
え
ら
れ
た
こ
と

は
今
後
の
試
合
に
臨
む
自
信
に
な
る
と
思

っ
て
い
ま
す
」

久
保
田
清
監
督

「
日
本
代
表
で
選
ば
れ
た
選
手
た
ち
で
す

の
で
、安
心
し
て
見
て
い
ま
し
た
。今
回
、

代
表
選
手
に
と
っ
て
は
大
会
ま
で
の
期

間
が
短
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
当

に
い
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
て
く
れ

ま
し
た
。
第
１
回
世
界
大
会
か
ら
日
本
代

表
チ
ー
ム
に
関
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

今
回
は
過
去
一
番
の
チ
ー
ム
だ
と
思
い
ま

す
」

準
優
勝　

日
本
Ｂ

西
田
友
樹
選
手

「
と
て
も
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
元
の
奈
良
県

に
帰
っ
た
ら
、
ま
た
国
ス
ポ
に
向
け
て
稽

古
に
励
ん
で
い
き
た
い
で
す
」

久
野
研
太
選
手

「
外
し
て
し
ま
っ
た
回
数
が
多
か
っ
た
こ

と
に
悔
い
が
残
っ
て
い
ま
す
が
。
今
日
の

結
果
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
こ
れ
か
ら

の
弓
道
人
生
に
生
か
し
た
い
で
す
」

池
下
大
翔
選
手

「
こ
の
大
会
に
向
け
て
自
分
な
り
に
ベ
ス

ト
を
尽
く
し
て
挑
み
、
自
分
な
り
の
弓
道

が
で
き
た
気
が
し
ま
す
。
次
の
世
界
大
会

を
目
指
す
と
と
も
に
、
徳
島
県
の
弓
道
の

向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
」

優勝＝日本Ａ（左から、久保田監督、小阪飛星選手、木川優勝＝日本Ａ（左から、久保田監督、小阪飛星選手、木川
選手、小越選手、久野〈弥〉選手）選手、小越選手、久野〈弥〉選手）

準優勝＝日本Ｂ（左から、山口純マネージャー、廣實佳祐準優勝＝日本Ｂ（左から、山口純マネージャー、廣實佳祐
選手、池下選手、久野〈研〉選手、西田選手）選手、池下選手、久野〈研〉選手、西田選手）
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ニュース　世界弓道大会

３
位　

ル
ー
マ
ニ
ア

ラ
ラ
カ
・
パ
ッ
チ
ー
選
手

「
３
位
と
い
う
結
果
を
と
て
も
光
栄
に
思

っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
大
会
の
開
催
に
あ

た
り
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
全
て
の
方
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

準
決
勝
で
は
日
本
チ
ー
ム
に
負
け
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
日
本
で
の
世
界
大
会
で

素
晴
ら
し
い
技
術
を
持
つ
日
本
チ
ー
ム
と

試
合
で
き
、
と
て
も
嬉う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
自
分
た
ち
の
稽
古
は
も
ち

ろ
ん
、
ル
ー
マ
ニ
ア
国
内
で
も
弓
道
を
広

め
て
、
世
界
大
会
に
出
場
で
き
る
レ
ベ
ル

の
選
手
を
多
く
生
み
出
せ
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
で
す
」

　

大
会
前
日
の
２
月

　

大
会
前
日
の
２
月
2828
日
に
は
、
名
古
屋

日
に
は
、
名
古
屋

市
中
区
の
名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル
で
国
際
弓

市
中
区
の
名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル
で
国
際
弓

道
連
盟
主
催
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ

道
連
盟
主
催
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ

ー
が
開
催
さ
れ
、
国
際
弓
道
連
盟
名
誉
総

ー
が
開
催
さ
れ
、
国
際
弓
道
連
盟
名
誉
総

裁
の
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
臨
席
の
も

裁
の
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
臨
席
の
も

と
、
国
際
弓
道
連
盟
役
員
、
選
手
、
関
係

と
、
国
際
弓
道
連
盟
役
員
、
選
手
、
関
係

者
な
ど
が
参
加
し
、
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

者
な
ど
が
参
加
し
、
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　

加
藤
出
国
際
弓
道
連
盟
会
長
の
開
会
挨

　

加
藤
出
国
際
弓
道
連
盟
会
長
の
開
会
挨

拶
に
続
き
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
が
お
言

拶
に
続
き
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
が
お
言

葉
を
述
べ
ら
れ
た
。

葉
を
述
べ
ら
れ
た
。

「
国
際
弓
道
連
盟
が
設
立
さ
れ
て
か
ら

「
国
際
弓
道
連
盟
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
1818

年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の

年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の
1818
年
の
間
に
私

年
の
間
に
私

ど
も
は
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
弓
道
の

ど
も
は
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
弓
道
の

普
及
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
国

普
及
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
国

際
的
に
多
く
の
方
が
弓
道
に
理
解
を
示
し

際
的
に
多
く
の
方
が
弓
道
に
理
解
を
示
し

て
く
だ
さ
る
こ
と
に
驚
き
、
ま
た
大
変
あ

て
く
だ
さ
る
こ
と
に
驚
き
、
ま
た
大
変
あ

り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

■
国
際
弓
道
連
盟
主
催

■
国
際
弓
道
連
盟
主
催

　
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

　
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

練
習
が
ま
ま
な
ら
な
い
中
、
大
会
に
出
場

練
習
が
ま
ま
な
ら
な
い
中
、
大
会
に
出
場

さ
れ
る
選
手
の
皆
様
は
大
変
苦
労
さ
れ
た

さ
れ
る
選
手
の
皆
様
は
大
変
苦
労
さ
れ
た

か
と
存
じ
ま
す
。
明
日
の
ご
健
闘
を
楽
し

か
と
存
じ
ま
す
。
明
日
の
ご
健
闘
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
大
会
を
通
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
大
会
を
通
し

て
、
皆
様
が
改
め
て
弓
道
の
素
晴
ら
し
さ

て
、
皆
様
が
改
め
て
弓
道
の
素
晴
ら
し
さ

に
着
目
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
弓
道
に
深

に
着
目
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
弓
道
に
深

い
理
解
を
示
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
こ
と
を

い
理
解
を
示
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
こ
と
を

祈
っ
て
お
り
ま
す
」

祈
っ
て
お
り
ま
す
」

　

パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
大
会
開
催
地
か
ら
大

　

パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
大
会
開
催
地
か
ら
大

村
秀
章
愛
知
県
知
事
、
河
村
た
か
し
名
古

村
秀
章
愛
知
県
知
事
、
河
村
た
か
し
名
古

屋
市
長
が
出
席
し
、
大
会
の
成
功
を
祈
念

屋
市
長
が
出
席
し
、
大
会
の
成
功
を
祈
念

す
る
挨
拶
を
述
べ
た
。

す
る
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
シ
ュ
シ
ャ
ン

　

そ
の
後
、
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
シ
ュ
シ
ャ
ン

国
際
弓
道
連
盟
理
事
に
よ
る
乾
杯
の
発
声

国
際
弓
道
連
盟
理
事
に
よ
る
乾
杯
の
発
声

で
、
全
員
で
乾
杯
を
し
た
。
会
場
で
は
、

で
、
全
員
で
乾
杯
を
し
た
。
会
場
で
は
、

国
境
を
越
え
た
弓
道
談
義
に
花
が
咲
い

国
境
を
越
え
た
弓
道
談
義
に
花
が
咲
い

た
。
た
。

高円宮妃久子殿下高円宮妃久子殿下
国際弓道連盟名誉総裁国際弓道連盟名誉総裁

高円宮妃殿下が会場をまわり、高円宮妃殿下が会場をまわり、
参加者たちと弓道談義を交わした参加者たちと弓道談義を交わした

パーティーの様子パーティーの様子

大村秀章大村秀章
愛知県知事愛知県知事

河村たかし河村たかし
名古屋市長名古屋市長

３ 位 ＝ ル ー マ ニ ア（ 左 か ら、Silvin Stuzu 選 手、３ 位 ＝ ル ー マ ニ ア（ 左 か ら、Silvin Stuzu 選 手、
Traian Dascale 監督兼選手、Raluca Puchea 選手、Traian Dascale 監督兼選手、Raluca Puchea 選手、
Ovidiu Gyarmath 選手）Ovidiu Gyarmath 選手）
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３
位　

ド
イ
ツ

ク
リ
ス
・
ボ
ー
ム
選
手

ナ
デ
ィ
ー
ン
・
エ
マ
ー
選
手

ギ
ゼ
ラ
・
ベ
カ
ー
選
手

「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
日
本
チ
ー

ム
は
と
て
も
強
か
っ
た
で
す
が
、
私
た
ち

の
ベ
ス
ト
は
尽
く
せ
た
と
思
い
ま
す
」

「
日
本
チ
ー
ム
の
技
術
を
見
て
、
私
た
ち

で
は
と
て
も
敵か
な

わ
な
い
よ
う
に
も
感
じ
ま

し
た
が
、
私
た
ち
が
で
き
る
稽
古
を
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
技
術
を
磨
い
て
い
き
た
い

で
す
」

「
今
回
の
メ
ン
バ
ー
は
み
ん
な
近
い
地
域

に
住
ん
で
い
て
、
よ
く
一
緒
に
稽
古
し
て

い
ま
し
た
。
４
年
後
の
世
界
大
会
に
ま
た

同
じ
チ
ー
ム
で
出
ら
れ
る
よ
う
、
今
日
の

■
結
果

優　

勝
＝
日
本
Ａ

準
優
勝
＝
日
本
Ｂ

３　

位
＝
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ド
イ
ツ

試合後、互いの健闘を讃え合い礼を交わす場面が見られた試合後、互いの健闘を讃え合い礼を交わす場面が見られた
（写真は準決勝後のドイツと日本Ａの選手）（写真は準決勝後のドイツと日本Ａの選手）

平日にもかかわらず、会場には 2000 名以上の平日にもかかわらず、会場には 2000 名以上の
観客が選手の応援に駆けつけた観客が選手の応援に駆けつけた

経
験
を
生
か
し
て
稽
古
を
続
け
て
い
き
た

い
で
す
」

３位＝ドイツ（左から、Sorin Jurma 監督、Gisala Becker３位＝ドイツ（左から、Sorin Jurma 監督、Gisala Becker
選 手、Nadine Emmar 選 手、Tobias Oswald 選 手、Chris 選 手、Nadine Emmar 選 手、Tobias Oswald 選 手、Chris 
Boehme 選手）Boehme 選手）
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ニュース　日本武道学会弓道分科会特別企画

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
冒
頭
、
大
保
木
輝
雄

日
本
武
道
学
会
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、「
弓

は
、
弓
の
世
界
だ
け
で
な
く
武
道
の
世
界

の
根
幹
を
成
す
も
の
で
、
も
の
の
見
方
や

考
え
方
、
心
身
一
体
化
し
て
い
く
弓
の
技

法
は
、
実
は
武
道
の
本
質
を
示
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今

回
の
特
別
企
画
に
は
大
い
に
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
五
賀
弓
道
専
門
分
科
会
代
表

が
、「
弓
道
と
い
う
文
化
を
理
解
す
る
上

で
は
、
和
弓
の
使
用
方
法
を
理
解
す
る
の

み
な
ら
ず
、
そ
の
歴
史
や
文
化
的
背
景
、

さ
ら
に
は
他
文
化
の
弓
と
の
比
較
に
お
け

る
特
徴
や
性
格
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
は

大
切
な
こ
と
で
す
。
本
日
は
、
学
術
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
弓
師
に
よ
る
弓
打
ち
実
演
を

通
じ
て
、
和
弓
に
関
す
る
知
識
を
学
術
研

究
成
果
を
交
え
て
総
合
的
に
提
供
す
る
こ

と
で
、
弓
道
文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
特
別

企
画
の
趣
旨
説
明
を
行
っ
た
。

■
第
１
部
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

ま
ず
、五
賀
氏
が「
弓
道
研
究
の
現
状
」

と
題
し
て
講
演
。
弓
道
研
究
の
位
置
付
け

や
弓
道
に
関
す
る
学
術
論
文
・
研
究
発
表

の
状
況
、
人
文
科
学
・
自
然
科
学
の
各
分

特別企画を開催

　

日
本
武
道
学
会
弓
道
専
門
分
科
会
に
よ
る
特
別
企
画
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
弓
製
作
実

演
が
２
月
29
日
、
愛
知
県
名
古
屋
市
の
日
本
ガ
イ
シ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
特
別
企
画
は
第
４
回
世
界
弓
道
大
会
（
主
催
：
国
際
弓
道
連
盟
）
に
合
わ
せ

て
企
画
さ
れ
、「
弓
道
具
と
し
て
の
『
和
弓
』
を
通
じ
た
弓
道
文
化
の
探
求
」
と
題
し
、

２
部
構
成
で
行
わ
れ
た
。
第
１
部
は
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
、
弓
道
専
門
分
科
会

代
表
の
五
賀
友
継
氏
（
国
際
武
道
大
学
特
任
助
教
）
と
、
同
会
会
員
の
黒
須
憲
氏
（
東

北
学
院
大
学
教
授
）
に
よ
る
講
演
が
日
本
語
と
英
語
で
行
わ
れ
た
。
第
２
部
は
「
和
弓

を
体
感
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
横
山
黎
明
弓
製
作
所
の
弓
師
・
横
山
黎
明
氏
と
横
山

慶
太
郎
氏
に
よ
り
、
弓
打
ち
実
演
披
露
と
弓
製
作
過
程
の
解
説
・
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

た
。
第
２
部
の
途
中
で
は
、
世
界
弓
道
大
会
に
ご
臨
席
さ
れ
て
い
た
国
際
弓
道
連
盟
名

誉
総
裁
の
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
が
ご
視
察
さ
れ
、弓
師
の
熟
練
の
技
を
ご
見
学
さ
れ
た
。

　

会
場
に
は
国
内
外
の
弓
道
家
が
多
数
来
場
。
講
義
や
解
説
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
弓

打
ち
実
演
で
は
メ
モ
や
写
真
を
取
り
な
が
ら
真
剣
に
見
学
し
、
積
極
的
に
質
問
す
る
な

ど
、
弓
道
や
和
弓
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
。

日本武道学会弓道専門分科会日本武道学会弓道専門分科会

―――――弓製作実演

テーマは「弓道具としての
『和弓』を通じた弓道文化の探求」

シンポジウム―――――
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野
に
お
け
る
近
年
の
研
究
な
ど
、
日
本
で

弓
道
が
学
術
的
に
ど
の
よ
う
に
研
究
さ
れ

て
い
る
か
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

続
い
て
、
黒
須
氏
に
よ
る
「
日
本
の
弓

の
伝
統
と
そ
の
性
格
―
木
弓
長
弓
の
理
由

―
」
の
講
演
。
豊
富
な
資
料
と
自
身
の
実

践
・
弓
製
作
の
経
験
を
基
に
、
和
弓
の
歴

史
を
紹
介
し
な
が
ら
、
弓
の
特
徴
で
あ
る

「
握
り
が
中
央
で
な
い
こ
と
」「
木
弓
で
長

弓
で
あ
る
こ
と
」「
竹
と
複
合
弓
で
あ
る

こ
と
」
の
３
点
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

■
第
２
部
・
弓
製
作
実
演

　

宮
崎
県
都
城
市
の
弓
師
・
横
山
黎
明

氏
が
、
弓
の
製
作
過
程
の
一
つ
「
弓
打

ち
」
を
実
演
し
た
。
横
山
氏
が
手
掛
け
る

「
都
み
や
こ
の
じ
ょ
う城
大だ
い
き
ゅ
う
弓
」
は
、
質
実
剛
健
、
実
践

性
に
優
れ
た
薩
摩
弓
の
流
れ
を
汲く

み
、
江

戸
時
代
初
期
に
は
製
法
が
確
立
し
た
と
い

わ
れ
て
お
り
、
現
在
、
国
の
伝
統
的
工
芸

品
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
横
山
氏
が
弓

に
巻
い
た
縄
に
100
本
近
い
ク
サ
ビ
を
木き

槌づ
ち

で
打
ち
込
む
こ
と
で
、
徐
々
に
美
し
い
半

円
状
に
反
っ
て
い
く
様
が
披
露
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
横
山
慶
太
郎
氏
が
大
弓
の
製
作

過
程
を
紹
介
。
素
材
の
竹
な
ど
を
実
際
に

触
れ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
長
い
歳
月
と
手

間
暇
を
か
け
、
一
人
の
弓
師
が
200
以
上
の

製
造
工
程
を
す
べ
て
手
仕
事
で
仕
上
げ
て

い
る
と
い
う
解
説
に
、
詰
め
か
け
た
弓
道

家
た
ち
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

◎
横
山
黎
明
氏
「
我
々
は
完
成
さ
せ
た
弓

を
渡
し
ま
す
が
、
弓
を
使
う
こ
と
で
弓
が

さ
ら
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
す
。
弓
が
よ

り
良
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
こ
う
し
た
機

会
を
通
じ
て
弓
の
扱
い
方
を
お
伝
え
で
き

る
こ
と
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
」

◎
横
山
慶
太
郎
氏
「
地
元
で
は
小
学
校
で

披
露
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
、

海
外
の
方
に
も
知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
い

た
だ
き
、
弓
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
製
造
側
か
ら
情
報
発
信

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

◇　
　
　

◇

　

終
了
後
、
弓
道
専
門
分
科
会
代
表
の
五

賀
氏
に
感
想
を
伺
っ
た
。

◎
五
賀
友
継
氏
「
こ
の
特
別
企
画
を
機

に
、
弓
道
が
学
術
的
な
研
究
の
対
象
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
、
国
内
外
の
弓
道
家
に

知
っ
て
い
た
だ
け
た
な
ら
嬉う
れ

し
い
で
す
。

『
弓
道
と
は
何
か
』
な
ど
本
質
的
な
こ
と

に
つ
い
て
、
科
学
的
な
裏
付
け
に
基
づ
く

研
究
が
進
む
こ
と
は
、
弓
道
の
み
な
ら
ず

武
道
全
体
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま

す
。
こ
の
特
別
企
画
を
そ
の
き
っ
か
け
の

一
つ
と
し
て
、
現
場
の
弓
道
家
の
方
々
が

捉
え
て
い
た
だ
け
た
な
ら
幸
い
で
す
」

高
円
宮
妃
久
子
殿
下
が
特
別
企
画
を
ご
視
察

高
円
宮
妃
久
子
殿
下
が
特
別
企
画
を
ご
視
察

熟
練
の
弓
師
に
よ
る
「
弓
打
ち
」
の
技
を
熱
心
に
ご
見
学

熟
練
の
弓
師
に
よ
る
「
弓
打
ち
」
の
技
を
熱
心
に
ご
見
学

高円宮妃久子殿下、弓師・横山黎明氏と高円宮妃久子殿下、弓師・横山黎明氏と
横山慶太郎氏を囲んで、日本武道学会弓横山慶太郎氏を囲んで、日本武道学会弓
道専門分科会・国際弓道連盟関係者一同道専門分科会・国際弓道連盟関係者一同
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ニュース　全日本空手道団体形選手権大会

第
２
回
全
日
本
空
手
道
団
体
形
選
手
権
大
会
（
決
勝
戦
）

第
２
回
全
日
本
空
手
道
団
体
形
選
手
権
大
会
（
決
勝
戦
）

群
馬
県

群
馬
県
（
前
年
度
優
勝
・
関
東
地
区
）

（
前
年
度
優
勝
・
関
東
地
区
）

がが

堂
々
の
２
連
覇

堂
々
の
２
連
覇

駒
澤
大
学

駒
澤
大
学
（
学
連
）

（
学
連
）

がが

接
戦
を
制
し
初
優
勝

接
戦
を
制
し
初
優
勝

男子

女子

女子団体形・優勝＝駒澤大学（上・形、下・分解）女子団体形・優勝＝駒澤大学（上・形、下・分解）

男子団体形・優勝＝群馬県（上・形、下・分解）男子団体形・優勝＝群馬県（上・形、下・分解）
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第
２
回
全
日
本
空
手
道
団
体
形
選
手
権
大
会
・
決
勝
戦
が
２
月
24
日
、
東
京
ア
メ

リ
カ
ン
ク
ラ
ブ
（
東
京
都
港
区
）
で
開
催
さ
れ
た
。
全
国
各
地
区
の
協
議
会
な
ら
び

に
競
技
団
体
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
表
チ
ー
ム
が
、
１
月
20
・
22
日
に
日
本
空
手
道
会

館
（
東
京
都
江
東
区
）
で
予
選
ラ
ウ
ン
ド
を
行
い
、
決
勝
に
勝
ち
上
が
っ
た
男
女
各

２
チ
ー
ム
が
団
体
形
日
本
一
を
争
い
演
武
を
披
露
し
た
。

　

男
子
団
体
形
は
前
年
度
優
勝
の
群
馬
県
と
駒
澤
大
学
が
対
戦
し
、
群
馬
県
が
優
勝

し
２
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
。
女
子
団
体
形
は
駒
澤
大
学
と
国
士
舘
大
学
（
学
連
）
の

大
学
生
チ
ー
ム
同
士
が
対
戦
し
、
駒
澤
大
学
が
初
優
勝
に
輝
い
た
。

　

大
会
で
は
、
３
名
の
選
手
が
制
限
時
間

　

大
会
で
は
、
３
名
の
選
手
が
制
限
時
間

５
分
の
中
で
「
形
」
と
「
分
解
」
の
演
武

５
分
の
中
で
「
形
」
と
「
分
解
」
の
演
武

を
行
い
、
７
名
の
審
判
員
が

を
行
い
、
７
名
の
審
判
員
が
1010
点
満
点
で

点
満
点
で

採
点
。
最
高
点
と
最
低
点
を
除
い
た
５
名

採
点
。
最
高
点
と
最
低
点
を
除
い
た
５
名

の
合
計
点
（

の
合
計
点
（
5050
点
満
点
）
に
よ
っ
て
優
勝

点
満
点
）
に
よ
っ
て
優
勝

チ
ー
ム
を
決
定
し
た
。
両
チ
ー
ム
同
点
の

チ
ー
ム
を
決
定
し
た
。
両
チ
ー
ム
同
点
の

場
合
は
、
得
点
の
も
と
に
な
っ
た
５
名
の

場
合
は
、
得
点
の
も
と
に
な
っ
た
５
名
の

審
判
員
の
点
数
の
う
ち
最
低
点
が
高
い
方

審
判
員
の
点
数
の
う
ち
最
低
点
が
高
い
方

を
勝
利
と
し
た
。

を
勝
利
と
し
た
。

　

大
会
中
、
会
場
に
訪
れ
た
観
客
に
は
コ

　

大
会
中
、
会
場
に
訪
れ
た
観
客
に
は
コ

ー
ス
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
、
観
客
は
食
事

ー
ス
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
、
観
客
は
食
事

と
と
も
に
日
本
最
高
峰
の
形
を
味
わ
っ

と
と
も
に
日
本
最
高
峰
の
形
を
味
わ
っ

た
。
た
。

■
男
子

■
男
子

○
群
馬
県　
　
　
　
　
　

○
群
馬
県　
　
　
　
　
　

4646
・・
3030
点点

　

駒
澤
大
学　
　
　
　
　

　

駒
澤
大
学　
　
　
　
　

4444
・・
3030
点点

　

両
チ
ー
ム
と
も
松
濤
館
流
の
形
「
ゴ
ジ

　

両
チ
ー
ム
と
も
松
濤
館
流
の
形
「
ゴ
ジ

ュ
ウ
シ
ホ
シ
ョ
ウ
」
を
披
露
。

ュ
ウ
シ
ホ
シ
ョ
ウ
」
を
披
露
。

　

先
に
演
武
す
る
群
馬
県
（
梅
山
晟
也
、

　

先
に
演
武
す
る
群
馬
県
（
梅
山
晟
也
、

梅
山
竣
也
、
本
島
照
英
）
は
、
前
年
度
優

梅
山
竣
也
、
本
島
照
英
）
は
、
前
年
度
優

勝
の
メ
ン
バ
ー
が
出
場
し
た
。
群
馬
県
チ

勝
の
メ
ン
バ
ー
が
出
場
し
た
。
群
馬
県
チ

ー
ム
は
社
会
人
と
学
生
の
混
合
チ
ー
ム
で

ー
ム
は
社
会
人
と
学
生
の
混
合
チ
ー
ム
で

あ
り
、
練
習
を
共
に
す
る
機
会
が
少
な
い

あ
り
、
練
習
を
共
に
す
る
機
会
が
少
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
糸
乱
れ
ぬ
呼
吸
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
糸
乱
れ
ぬ
呼
吸
の

合
っ
た
形
を
演
武
し
た
。

合
っ
た
形
を
演
武
し
た
。

　

続
い
て
駒
澤
大
学
（
髙
橋
飛
羽
、
須
永

　

続
い
て
駒
澤
大
学
（
髙
橋
飛
羽
、
須
永

理
紀
、
木
村
吹
輝
）
が
演
武
。
学
生
の
パ

理
紀
、
木
村
吹
輝
）
が
演
武
。
学
生
の
パ

ワ
ー
と
ス
ピ
ー
ド
が

ワ
ー
と
ス
ピ
ー
ド
が
冴冴ささ

え
る
鋭
い
形
が
披

え
る
鋭
い
形
が
披

露
さ
れ
た
。

露
さ
れ
た
。

　

結
果
は
、
群
馬
県
が
２
点
差
を
つ
け
る

　

結
果
は
、
群
馬
県
が
２
点
差
を
つ
け
る

大
勝
で
優
勝
し
、
圧
倒
的
な
実
力
で
２
連

大
勝
で
優
勝
し
、
圧
倒
的
な
実
力
で
２
連

覇
を
勝
ち
取
っ
た
。

覇
を
勝
ち
取
っ
た
。

○
審
判
コ
メ
ン
ト

○
審
判
コ
メ
ン
ト

齊
藤
一
雄
審
判
員

齊
藤
一
雄
審
判
員

「
群
馬
県
は
気
魂
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い

「
群
馬
県
は
気
魂
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い

形
で
し
た
。
両
チ
ー
ム
と
も
世
界
に
羽
ば

形
で
し
た
。
両
チ
ー
ム
と
も
世
界
に
羽
ば

た
く
優
れ
た
形
を
こ
れ
か
ら
も
披
露
し
て

た
く
優
れ
た
形
を
こ
れ
か
ら
も
披
露
し
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

渡
邉
純
一
審
判
員

渡
邉
純
一
審
判
員

「
両
チ
ー
ム
と
も
日
本
を
代
表
す
る
団
体

「
両
チ
ー
ム
と
も
日
本
を
代
表
す
る
団
体

形
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
勝
敗
を
分

形
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
勝
敗
を
分

け
た
一
番
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

け
た
一
番
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

分
解
に
お
け
る
『
タ
イ
ミ
ン
グ
と
間
合

分
解
に
お
け
る
『
タ
イ
ミ
ン
グ
と
間
合

い
』
と
い
う
評
価
基
準
に
お
い
て
、
駒
澤

い
』
と
い
う
評
価
基
準
に
お
い
て
、
駒
澤

大
学
よ
り
も
群
馬
県
が
、
よ
り
実
践
的
な

大
学
よ
り
も
群
馬
県
が
、
よ
り
実
践
的
な

タ
イ
ミ
ン
グ
や
間
合
い
で
形
を
演
武
し
て

タ
イ
ミ
ン
グ
や
間
合
い
で
形
を
演
武
し
て

い
た
と
思
い
ま
す
」

い
た
と
思
い
ま
す
」

■
優
勝
＝
群
馬
県

■
優
勝
＝
群
馬
県

梅
山
晟
也
選
手

梅
山
晟
也
選
手
（
中
央
左
）

（
中
央
左
）

「
挑
戦
者
の
気
持
ち
で
大
会
に
挑
み
、
優

「
挑
戦
者
の
気
持
ち
で
大
会
に
挑
み
、
優

勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

梅
山
竣
也
選
手

梅
山
竣
也
選
手
（
左
端
）

（
左
端
）

「
今
日
優
勝
で
き
た
の
は
頑
張
っ
て
く
れ

「
今
日
優
勝
で
き
た
の
は
頑
張
っ
て
く
れ

た
チ
ー
ム
の
お
か
げ
で
す
」

た
チ
ー
ム
の
お
か
げ
で
す
」

本
島
照
英
選
手

本
島
照
英
選
手
（
中
央
右
）

（
中
央
右
）

「
先
輩
方
と
一
緒
に
大
会
を
連
覇
す
る
こ

「
先
輩
方
と
一
緒
に
大
会
を
連
覇
す
る
こ

と
が
で
き
て

と
が
で
き
て
嬉嬉う
れ
う
れ

し
い
で
す
」

し
い
で
す
」

山
口
南
緒
選
手

山
口
南
緒
選
手
（
右
端
）

（
右
端
）

「
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
優
勝
に
貢
献
で

「
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
優
勝
に
貢
献
で

き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
」

き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
」

男子団体形・２位＝駒澤大学男子団体形・２位＝駒澤大学
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ニュース　全日本空手道団体形選手権大会

ゲ
ス
ト
で
喜
友
名
諒
氏
が
演
武

　

大
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス

ト
、
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会
個
人
形
４
連
覇
、
団
体
形
２
連
覇
な
ど
の
戦
績
を
持

つ
喜
友
名
諒
氏
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
し
、
個
人
形
の
演
武
を
披
露
し
た
。

　

喜
友
名
氏
は
、
自
身
が
所
属
す
る
劉
衛
流
に
伝
わ
る
形
「
オ
ー
ハ
ン
」
を
披
露
。

演
武
を
間
近
で
見
る
観
客
ら
は
、
空
手
道
界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
の
気
迫
と
技
術
に
心
酔

し
た
。
演
武
後
の
挨
拶
で
喜
友
名
氏
は
「
今
日
の
こ
の
会
場
は
、
選
手
と
観
客
が
と

て
も
近
く
、
選
手
た
ち
も
と
て
も
緊
張
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
稽
古
を
重
ね
て
き
た

こ
と
が
分
か
る
と
て
も
素
晴
ら
し
い
形
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
日
演
武
し

て
い
た
だ
い
た
選
手
た
ち
が
、
今
後
の
日
本
の
団
体
形
を
代
表
す
る
方
に
な
っ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
選
手
た
ち
を
労ね
ぎ
らい
、
今
後
の
日
本
の
空
手
道
団
体
形

の
発
展
を
祈
念
し
た
。

■
女
子

■
女
子

○
駒
澤
大
学　
　
　
　
　

○
駒
澤
大
学　
　
　
　
　

4444
・・
8080
点点

　

国
士
舘
大
学　
　
　
　

　

国
士
舘
大
学　
　
　
　

4444
・・
8080
点点

　

前
年
度
優
勝
の
大
阪
学
芸
高
校
（
近
畿

　

前
年
度
優
勝
の
大
阪
学
芸
高
校
（
近
畿

地
区
）
が
予
選
ラ
ウ
ン
ド
で
姿
を
消
す
。

地
区
）
が
予
選
ラ
ウ
ン
ド
で
姿
を
消
す
。

決
勝
に
勝
ち
上
が
っ
た
の
は
駒
澤
大
学
と

決
勝
に
勝
ち
上
が
っ
た
の
は
駒
澤
大
学
と

国
士
舘
大
学
で
大
学
生
チ
ー
ム
同
士
の
決

国
士
舘
大
学
で
大
学
生
チ
ー
ム
同
士
の
決

勝
と
な
っ
た
。

勝
と
な
っ
た
。

　

初
め
に
駒
澤
大
学
（
泉
優
里
花
、
稲
璃

　

初
め
に
駒
澤
大
学
（
泉
優
里
花
、
稲
璃

岬
、
志
村
珠
妃
）
が
「
ゴ
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
シ

岬
、
志
村
珠
妃
）
が
「
ゴ
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
シ

ョ
ウ
」
を
演
武
し
、
松
濤
館
流
の
特
徴
で

ョ
ウ
」
を
演
武
し
、
松
濤
館
流
の
特
徴
で

あ
る
力
強
さ
を
存
分
に
発
揮
し
た
形
と
分

あ
る
力
強
さ
を
存
分
に
発
揮
し
た
形
と
分

解
を
披
露
し
た
。
次
に
国
士
舘
大
学
（
堀

解
を
披
露
し
た
。
次
に
国
士
舘
大
学
（
堀

場
早
耶
、
𠮷
本
弥
可
、
柏
本
菜
那
）
が
糸

場
早
耶
、
𠮷
本
弥
可
、
柏
本
菜
那
）
が
糸

東
流
の
「
ト
マ
リ
バ
ッ
サ
イ
」
を
演
武
。

東
流
の
「
ト
マ
リ
バ
ッ
サ
イ
」
を
演
武
。

動
き
が

動
き
が
綺綺きき

麗麗れ
い
れ
い

にに
揃揃そ
ろ
そ
ろ

っ
た
形
と
、
気
迫
あ
ふ

っ
た
形
と
、
気
迫
あ
ふ

れ
る
分
解
が
披
露
さ
れ
た
。

れ
る
分
解
が
披
露
さ
れ
た
。

　

日
本
最
高
峰
の
女
子
団
体
形
決
勝
は
、

　

日
本
最
高
峰
の
女
子
団
体
形
決
勝
は
、

両
チ
ー
ム

両
チ
ー
ム
4444
・・
8080
点
の
同
点
と
な
っ
た
。

点
の
同
点
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
得
点
に
な
っ
た
審
判
員
５
名
の

そ
こ
で
、
得
点
に
な
っ
た
審
判
員
５
名
の

得
点
の
最
低
点
を
比
べ
る
と
、
駒
澤
大
学

得
点
の
最
低
点
を
比
べ
る
と
、
駒
澤
大
学

が
８
・
８
点
、
国
士
舘
大
学
が
８
・
６
点

が
８
・
８
点
、
国
士
舘
大
学
が
８
・
６
点

で
あ
っ
た
。
わ
ず
か
０
・
２
点
の
差
を
制

で
あ
っ
た
。
わ
ず
か
０
・
２
点
の
差
を
制

し
、駒
澤
大
学
が
初
優
勝
。結
果
発
表
後
、

し
、駒
澤
大
学
が
初
優
勝
。結
果
発
表
後
、

泉
選
手
は
目
に
喜
び
の
涙
を
浮
か
べ
て
い

泉
選
手
は
目
に
喜
び
の
涙
を
浮
か
べ
て
い

た
。
た
。

審
判
コ
メ
ン
ト

審
判
コ
メ
ン
ト

山
田
健
剛
審
判
員

山
田
健
剛
審
判
員

「
駒
澤
大
学
の
形
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
や

「
駒
澤
大
学
の
形
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
や

力
強
さ
が
あ
り
、
技
を
受
け
て
倒
れ
た
後

力
強
さ
が
あ
り
、
技
を
受
け
て
倒
れ
た
後

の
立
ち
上
が
り
が
ス
ム
ー
ズ
で
、
見
応
え

の
立
ち
上
が
り
が
ス
ム
ー
ズ
で
、
見
応
え

の
あ
る
演
武
で
し
た
。
国
士
舘
大
学
も
糸

の
あ
る
演
武
で
し
た
。
国
士
舘
大
学
も
糸

東
流
の
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
演
武
で
素

東
流
の
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
演
武
で
素

晴
ら
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
分
解
の
技
を

晴
ら
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
分
解
の
技
を

出
し
終
え
た
後
の
体
の
強
さ
が
あ
る
と
よ

出
し
終
え
た
後
の
体
の
強
さ
が
あ
る
と
よ

い
と
思
い
ま
す
」

い
と
思
い
ま
す
」

大
手
信
子
審
判
員

大
手
信
子
審
判
員

「
駒
澤
大
学
は
下
半
身
が
安
定
し
、
そ
こ

「
駒
澤
大
学
は
下
半
身
が
安
定
し
、
そ
こ

か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
上
半
身
の
連
動
し
た

か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
上
半
身
の
連
動
し
た

動
き
、
技
の
数
々
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
で

動
き
、
技
の
数
々
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
で

す
。
国
士
舘
大
学
は
ス
ピ
ー
ド
や
細
か
い

す
。
国
士
舘
大
学
は
ス
ピ
ー
ド
や
細
か
い

角
度
を
見
事
に
揃
え
、
一
つ
一
つ
の
稽
古

角
度
を
見
事
に
揃
え
、
一
つ
一
つ
の
稽
古

の
積
み
重
ね
が
技
に
表
れ
て
い
ま
し
た
」

の
積
み
重
ね
が
技
に
表
れ
て
い
ま
し
た
」

演
武
を
披
露
す
る
喜
友
名
諒
氏

演
武
を
披
露
す
る
喜
友
名
諒
氏

心技体 人を育てる総合誌
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■
優
勝
＝
駒
澤
大
学

■
優
勝
＝
駒
澤
大
学

稲
璃
岬
選
手

稲
璃
岬
選
手
（
右
）

（
右
）

「
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
の
試
合
形
式
は
初
め

「
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
の
試
合
形
式
は
初
め

て
で
し
た
が
、
と
て
も
新
鮮
な
気
持
ち
で

て
で
し
た
が
、
と
て
も
新
鮮
な
気
持
ち
で

試
合
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

試
合
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

志
村
珠
妃
選
手

志
村
珠
妃
選
手
（
左
）

（
左
）

「
最
初
は
会
場
の
雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
て

「
最
初
は
会
場
の
雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
て

緊
張
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
い

緊
張
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
い

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
」

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
」

泉
優
里
花
選
手

泉
優
里
花
選
手
（
中
央
）

（
中
央
）

「
団
体
形
は
空
手
道
の
競
技
の
中
で
も
マ

「
団
体
形
は
空
手
道
の
競
技
の
中
で
も
マ

イ
ナ
ー
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
個
人
形
と

イ
ナ
ー
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
個
人
形
と

は
違
っ
た
楽
し
さ
が
あ
る
の
で
、
今
回
私

は
違
っ
た
楽
し
さ
が
あ
る
の
で
、
今
回
私

た
ち
の
演
武
を
見
て
、
団
体
形
に
興
味
を

た
ち
の
演
武
を
見
て
、
団
体
形
に
興
味
を

持
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
」

持
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
」

会場となった東京アメリカンクラブ会場となった東京アメリカンクラブ

女子団体形・２位＝国士舘大学女子団体形・２位＝国士舘大学



1641642024．4　月刊「武道」2024．4　月刊「武道」

ニュース　全日本短剣道大会

　

全
日
本
短
剣
道
大
会
が
２
月
11
日
、
日

本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
は
団
体
戦
と
し
て
、
女
子
の
部
、

成
年
の
部
、
高
校
生
の
部
が
、
個
人
戦
と

し
て
、女
子
の
部
、成
年
の
部
（
Ａ
、Ｂ
、

Ｃ
の
３
部
）、
高
校
生
の
部
が
行
わ
れ
、

団
体
戦
・
女
子
の
部
で
は
、福
岡
桜
組
（
福

岡
）
が
昨
年
優
勝
の
郡
山
Ａ
（
福
島
）
を

破
り
、
初
優
勝
に
輝
い
た
。

■
団
体
戦
（
３
人
制
）

▼
女
子
の
部
（
13
団
体
）

　

決
勝
は
、
福
岡
桜
組
と
郡
山
Ａ
の
対

戦
。
先
鋒
戦
、
福
岡
桜
・
宿
利
佳
美
が
相

手
の
反
則
に
よ
っ
て
勝
利
。
続
く
中
堅
戦

で
福
岡
桜
・
上
田
碧
が
立
て
続
け
に
胴
を

２
本
決
め
、
福
岡
桜
の
優
勝
が
決
ま
っ

た
。
大
将
戦
は
、
郡
山
Ａ
・
山
口
あ
や
子

が
２
本
勝
ち
で
一
矢
報
い
た
。
試
合
後
、

選
手
た
ち
は
す
ぐ
さ
ま
形
の
稽
古
を
行
っ

て
い
た
。

◉
優
勝
＝
福
岡
桜
組
・
上
田
靖
仁
監
督

「
苦
節
十
年
、
や
っ
と
結
果
が
出
ま
し

た
。
実
力
は
ま
だ
ま
だ
足
り
ま
せ
ん
の
で

さ
ら
に
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。
決
勝

は
絶
対
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
山
口
選
手
率
い

る
郡
山
で
し
た
が
、
選
手
た
ち
が
頑
張
っ

て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
う
ち
は
自
衛
官

と
一
般
人
の
混
成
チ
ー
ム
で
す
の
で
、
時

間
を
上う

手ま

く
調
整
し
な
が
ら
、
少
な
い
時

間
の
中
、
一
生
懸
命
に
練
習
し
て
き
ま
し

た
。
選
手
た
ち
の
努
力
の
賜た
ま

物も
の

だ
と
思
い

ま
す
。（
優
勝
後
の
形
稽
古
は
）『
礼
に
始

ま
り
、
礼
に
終
わ
る
』
と
一
緒
で
、
う
ち

の
道
場
訓
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
道
場
に

感
謝
す
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。
試

合
終
了
後
に
必
ず
行
っ
て
い
ま
す
」

▼
成
年
の
部
（
77
団
体
）

　

勝
ち
上
が
っ
た
の
は
、
普
通
科
教
導
連

隊
Ａ
（
静
岡
）
と
本
間
道
場
（
神
奈
川
）。

　

先
鋒
戦
で
普
教
連
Ａ
・
西
村
健
が
胴
を

２
本
決
め
て
勝
利
。
中
堅
戦
も
普
教
連

Ａ
・
吉
村
佳
祐
が
２
本
勝
ち
を
果
た
し

て
、
普
教
連
Ａ
が
優
勝
し
た
。

◉
優
勝
＝�

普
通
科
教
導
連
隊
Ａ
・
山
田
晃

裕
監
督

「
こ
れ
ま
で
、
決
勝
ま
で
は
進
出
す
る
の

で
す
が
そ
こ
か
ら
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
や
っ
と
勝
つ
こ
と
が
で
き
、

本
当
に
嬉う
れ

し
い
で
す
。
本
間
道
場
さ
ん
も

強
豪
で
す
の
で
ど
ち
ら
が
勝
っ
て
も
お
か

し
く
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
攻
め
る
気
持

ち
を
持
っ
て
戦
え
と
選
手
た
ち
に
伝
え
ま

し
た
。
前
２
人
が
決
め
て
く
れ
て
よ
か
っ

た
で
す
」

第第
2323
回
全
日
本
短
剣
道
大
会

回
全
日
本
短
剣
道
大
会

福岡桜組が強豪・郡山Aに勝利女
子
女
子

団
体
団
体

団体女子の部決勝・中堅戦＝上田（福岡桜組・右）が胴を決める団体女子の部決勝・中堅戦＝上田（福岡桜組・右）が胴を決める
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大会結果大会結果 ▼
高
校
生
の
部
（
10
団
体
）

　

決
勝
は
リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
、
勝
田
工

業
高
校
（
茨
城
）
の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
に
よ
る

同
門
対
決
と
な
り
、
勝
数
２
で
勝
田
工
業

高
Ａ
が
優
勝
し
た
。

■
個
人
戦

▼
女
子
の
部
（
49
名
）

　

決
勝
は
山
口
あ
や
子
（
郡
山
）
と
鈴
木

弥
生
（
本
間
道
場
）。
山
口
が
あ
っ
と
い

う
間
に
２
本
を
決
め
、
６
度
目
の
優
勝
を

飾
っ
た
。

◉
優
勝
＝
山
口
あ
や
子
（
郡
山
）

「
後
輩
た
ち
に
優
勝
し
た
姿
を
見
せ
ら
れ

団
体
成
年
の
部
決
勝
・
先
鋒
戦
＝
西
村
（
普
教

連
Ａ
・
右
）
が
胴
で
先
取
す
る

■
団
体
戦

▼
女
子
の
部
＝
①
福
岡
桜
組
（
福
岡
）

②
郡
山
Ａ
（
福
島
）
③
第
21
普
通
科
連

隊
（
秋
田
）、栃
木
県
女
子
選
抜
（
栃
木
）

▼
成
年
の
部
＝
①
普
通
科
教
導
連
隊
Ａ

（
静
岡
）
②
本
間
道
場
（
神
奈
川
）

③
第
18
普
通
科
連
隊
Ａ
（
北
海
道
）、

第
50
普
通
科
連
隊
Ｃ
（
高
知
）

▼
高
校
生
の
部
＝
①
勝
田
工
業
高
校
Ａ

（
茨
城
）
②
勝
田
工
業
高
校
Ｂ
（
茨

城
）
③
勝
田
工
業
高
校
Ｃ
（
茨
城
）、

佐
賀
農
業
高
校
Ａ
（
佐
賀
）

■
個
人
戦

▼
女
子
の
部
＝
①
山
口
あ
や
子（
郡
山
）

②
鈴
木
弥
生
（
本
間
道
場
）
③
円
谷

美
晴
（
郡
山
）、小
川
愛
美
（
博
真
館
）

▼
成
年
の
部
Ａ
＝
①
関
澤
良
太
（
第
18

普
通
科
連
隊
）
②
鎌
倉
卓
摩
（
普
通

科
教
導
連
隊
）
③
石
井
稜
介
（
第
50

普
通
科
連
隊
）、
八
木
達
矢
（
第
50

普
通
科
連
隊
）

▼
成
年
の
部
Ｂ
＝
①
長
谷
川
英
昭
（
茨

城
県
選
抜
）
②
佐
藤
岳
（
普
通
科
教

導
連
隊
）
③
西
村
健
（
普
通
科
教
導

連
隊
）、
上
村
直
也
（
第
50
普
通
科

連
隊
）

▼
成
年
の
部
Ｃ
＝
①
鈴
木
利
広
（
栃
木

県
選
抜
）
②
勝
屋
弘
善
（
佐
賀
県
選

抜
）
③
船
城
明
（
徳
島
県
選
抜
）、

菅
井
和
宏
（
須
賀
川
市
銃
剣
道
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
）

▼
高
校
生
の
部
＝
①
及
川
瑛
士
（
勝
田

工
業
高
）
②
古
賀
奏
丞
（
佐
賀
農
業

高
）
③
渕
上
誠
太
（
佐
賀
農
業
高
）、

橋
本
大
煕
（
博
真
館
）

ま
し
た
。
練
習
し
て
き
て
よ
か
っ
た
な
と

思
い
ま
す
。
決
勝
の
対
戦
相
手
の
鈴
木
選

手
は
、
知
っ
て
い
る
仲
で
す
の
で
胸
を
借

り
る
気
持
ち
で
臨
み
ま
し
た
。
今
後
は
後

輩
育
成
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
」

▼
成
年
の
部
Ａ
（
35
歳
以
下
／
154
名
）

　

決
勝
は
19
回
大
会
優
勝
で
昨
年
３
位
の

関
澤
良
太
（
第
18
普
通
科
連
隊
）
と
鎌
倉

卓
摩
（
普
通
科
教
導
連
隊
）
が
対
戦
。
関

澤
が
胴
を
２
本
決
め
て
優
勝
を
飾
っ
た
。

◉
優
勝
＝
関
澤
良
太（
第
18
普
通
科
連
隊
）

「
去
年
連
覇
を
逃
し
ま
し
た
の
で
、
今
回

優
勝
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。
決
勝
で
は
、

絶
対
優
勝
す
る
ぞ
と
い
う
気
持
ち
で
臨
み

ま
し
た
」

▼
成
年
の
部
Ｂ（
36
歳
以
上
50
歳
以
下
／
55
名
）

　

決
勝
は
、長
谷
川
英
昭（
茨
城
県
選
抜
）

と
佐
藤
岳（
普
通
科
教
導
連
隊
）が
対
戦
。

長
谷
川
が
２
―
０
で
優
勝
し
た
。

▼
成
年
の
部
Ｃ
（
51
歳
以
上
／
22
名
）

　

決
勝
は
、
鈴
木
利
広
（
栃
木
県
選
抜
）

と
勝
屋
弘
善
（
佐
賀
県
選
抜
）
が
対
戦
。

鈴
木
が
１
―
０
で
優
勝
を
飾
っ
た
。

▼
高
校
生
の
部
（
31
名
）

　

決
勝
は
及
川
瑛
士
（
勝
田
工
業
高
）
と

古
賀
奏
丞
（
佐
賀
農
業
高
）。
及
川
が
２

―
０
で
優
勝
を
果
た
し
た
。

団
体
成
年

団
体
成
年

普
教
連
Ａ
（
静
岡
）
が

悲
願
の
初
優
勝
を
飾
る
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